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第99図 第26号住居跡出土遺物

器 種：番号［法輩(cm)[ 形 態 の 特 徴 I 手 法 の 特 徴 I備 考

壺 3 ロ径 8. 7 | 体部中位で膨る。口縁は直立し、 内面ナデ、口縁内外ヨコナデ、 怜欠

器高 15.3 ロ端は外削ぎ状呈する。口端内面 体部外面粗い斜方行のハケ目調整

最大径14.0にゆるい稜をもつ。暗黄褐色。砂

粒多。

鉢 4 ロ径 10.5 ロ縁外反し、内面に稜をもつ、 内面ナデ、口縁内外ヨコナデ、 衿欠

器高 7.2 輪稜みの凹凸顕著。黒色。砂粒多。 体部ヘラナデ。

手捏ね 5 口径 9.4 手捏ね品。直線的に開き厚手。 器面に粗いヘラナデ。器面に指 ロ縁一部欠

器高 3.6 黒色。砂粒多。 頭圧痕残る。

器台 6 ロ径 9.2 台部は肥厚してすぽまる。器部 器内面、口端丁寧なナデ。他は 裾部欠

現存高 7.9は強く外反して開き端部直立気味 風化著るしく不明瞭。

中央部に孔をもつ。灰黄褐色。砂

礫多。
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第27号住居跡（第100~101図）

第 5調査区ハ～ニー44~45区で検出された。遺構南西コーナ一部は調査区域外となっている。

住居跡のプラソは隅丸長方形を呈し、長径6.3m X短径5.9mをはかる。

柱穴はP1～いが検出された。柱穴は各コーナーに沿って約 2m程内側に配列されている。形状

はP3を除き長方形をなし、長径40~45cmx短径30~35cmをはかる。床面からの深さはP戸 50cm、

P2=50cm、 -39Cm、p4=35CYlのをはかる。

P3～瓦間に地床炉をもっ。炉は長径55cmx短径38C1TLの楕円形を呈し、 床面から10cm掘り下げら

れている。覆土は焼土 1層のみである。住居跡床面下に周溝を廻らす掘り方が検出された。周溝ほ

幅30~70c吼、深さは床面から23~40cれをはかり、西壁、南壁側で切れている。遺物は周溝内側に分

布し、北西部は分布がきれる。垂直分布は北西側より南東側に傾斜を示す。

¥> 

： 

．． ...... 

．
 

．． ．．． 
．． ． 

．．． 、．ヽ．
 

．
 ＼
 

...
¥
 

図
＼

]
 

／ 

．． ． 
． ．．． 
．． ． ． ． ・・ .• . ． 

..。

．． 

＼ 1)>、

A •一 63.60.....,.. ． ． ．．． .... ~-·. 

゜
2m 

第100図 第27号住居跡遣物分布図
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第103図 第27号住居跡出土遺物

第27号住居跡出土土器

器種1番号1法星(cm)/ 形態の特徴 I 手 法 の 特 徴

台付甕|1 I口径 14. 7 体部で強く膨り、口縁は中央部 体部内面粗いナデ。口縁内外ヨ

器高 21. 0 で肥厚し、直線的に開く。内面に コナデ。器面は全体にヘラナデさ

輪積み痕残る。灰黄色。砂礫多。 れているが風化のため不明瞭。

備 考

完

甕

甕

甕

21口径 18.3 口緑短かく中位で肥厚し、直線

現存高12.4的に開く。内面輪み痕残る。

3 I口径 19.5 底部小さく、体中位で強く膨る。

器高 23.0 口縁は直線的に開き、端部は若干

最大径24.1外方に膨る。口縁との接合部に圧

底径 5. 7痕が全周する。暗褐色。細砂多。

41口径 17.0 形態崩れる。口縁は中位で肥厚

器高 20.2 し直線的に開く。器内面上半に輪

最大径21.3 積み痕顕著に残る。灰黄褐色。砂

礫多。

体部内面粗いヘラナデ。口縁内

外をヨコナデ後、器面を口唇下か

ら体部にかけてハケ目調整。

体部は 2段に接合し、接合前に

下半部をハケ目調整。内面は下半

がヘラケズリ。上半はヘラケズリ

後ナデ。口縁内面。器面全面にハ

ケ目調整。

内面下半ハケ目調整。上半～ロ

縁内外ヨコナデ。器面はヘラナデ。

底部は周辺ヘラケズリ。

体下半欠

完

完

← 
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器種1番号1法盪(cm)I 形態の特徴

甕 I 5 I口径 12.3 最大径を体下半にもつ。口縁は

器高 20.3直線的に開く。壺に近い。底部は

最大径19.0上げ底を呈する。内面に輪積み痕

底径 3.8著。灰白色。一部黒色。砂礫多。

手 法 の 特 徴 I備考

内面ナデ。外面ハケ目調整後、 1体部～底部

ロ縁内外ヨコナデ体。部ヘラナデ一部欠

風化著るしい。

甕 | 6 |口径 18.6 口縁外反気味に開く。口縁外反、 内面ナデ。口縁内外ナデ。体部 I体下半欠

現存高 9.1内面に輪積み痕残る。暗黒褐色。 粗くハヶ目調整。

砂粒多。

甕 |71口径 12.2 体部中位で膨り。口縁短かく受 内面ハヶ目調整後ナデ。口縁内 1½残
器高 12.0け口状を呈し、口唇屈曲して直線 外ヨコナデ。体部は上端縦位のハ

最大径14.5的に開く。黄褐色。砂粒多。 ヶ目調整。以下斜位の粗いハヶ目

底径 3.5 調整。

壺 | 81口径 11. 6 体下半に最大径をもち、口縁は 器内面ハヶ目調整。上半部は粗 I完
器高 12.0有段で、強く開く。内面に稜をも いナデ。口縁内面ハケ目調整。器

最大径14.5つ。器内面に輪積み痕顕著に残る。 外面はハヶ目調整後、底部周辺を

暗黄褐色。砂礫多。 ヘラナデ。口縁ヨコナデ。端部は

丁寧なナデ。

壺 | 9 |口径 15.8 口頸部のみ。外反気味に開き、 器内外面ともナデ。

現存高11.6端部は外削ぎ状となる。厚手のつ

くり。灰褐色。砂粒多。

肩部以下欠

甕 |10|最大径18.Bl 胴部のみ。暗褐色。砂礫多。 内面ハケ目調整後ナデ。外面ハ ロ縁、体下半

現存高12.0 ヶ目調整後、ヘラナデ。 欠

壺 |111現存高 8.6 小型。体中位で膨る。口縁欠失。 内面ナデ。外面ハヶ目調整後、 1口縁欠

体部径11.9黄褐色。砂礫多。 全体を丁寧にヘラナデ。

高捌 12I口径 918 杯部は丸味をもって立ち上が 杯部内外面は丁寧なナデ。脚部 I裾部欠

現存高 8.0 り、端部は外削り状を呈する。脚 外面丁寧なナデ。内面粗いナデ。

部は下端で大きく開く。比較的肉

厚。黄灰白色。砂礫多。

第28号住居跡（第104~106図）

第 5調査区のほぽ中央部ハ～ニー46区で検出された。遺構南西コーナー部分が調査区域外となっ

ている。

住居跡は一辺が約 4.5mを測り、隅丸方形プランを呈する。北東～南東コーナーにかけて強く

丸味をもつ。

壁は 3段にわたって掘り込まれ、中央部は台状に残される。東壁中央部は壁立ち上がり部にフ

ラットな面をもち、平坦面上には河原石が置かれていた。

壁高は上段が30~50c節、 2段目が30~45虚を測り、更に中央部を残し30c机程度掘り込まれて構築

されている。
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柱穴はP1~Eが検出されたが、全て掘り方底面で確認された。 P2が長径46cmx短径35cmの長方

形を呈する以外、他は円形で径はP戸 50cm、Pa=56cm、P4=38cm、深さは掘り方底面より P1=32

cm、P2=34cm、Pa=4Qcm、P4=38cmを測る。

覆土は 4層から成り、遺構掘り方には第 4層黒褐色土が埋土され、更に上面は第 3層茶褐色土で

張り床されていた。第 3層上面は調査時に床面として確認することができなかった。

遺物は東壁側から北壁側にかけてやや帯状に分布を示している。垂直分布からみてほとんどが第

1、2層中に遺存するものと思われる。炭化物もほぽ同レベルに遺存していた。
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第104図 第28号住居跡遺物分布図
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土 層

1灰褐色土

2暗褐色土

3茶褐色土（貼床埋土）

4焦褐色土( II ) 

第105図 第28号住居跡

第28号住居跡出土土器

器訓番号i法量（cm)I 形 態 の 特 徴 I 手 法 の 特，＝，．徴 I備 考

高 杯 1 口径 18.4 杯部のみ、柱状部との接合痕を | 器内外とも風化進む。内面はヘ 杯部のみ

現存高 3.6明瞭に残す。最大器厚は 0.6 cm、 ラミガキ、外面縦位ヘラミガキ痕

彎曲気味に強く開き端部やや外反 跡残る。

薄手。赤橙色。砂粒多。

高 杯 2 口径 11. 3 椀状に開き、口唇下で肥厚、端 内面・ ロ唇端丁寧なヨ コナデ。
杯部のみ、

現存高 4.4部は器面浅く窪み、外反、柱状部 器面ナデ。

との接合痕残す。暗黄褐色。砂粒 | 

小礫やや多。
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器種番号法塁（cm)I 形態の特徴 I 手法の特徴

壺 |31口径 7. 91 胴中位に最大径もち、大きく膨 内面は粗くヨコナデが施され

底径 3.2 る。口縁は直線的に開ぎ、端部で る。器面は風化著るしく観察不可

器高 12.3やや内反、器内面凹凸顕著に残 底部ヘラナデ。

9.8 る。

備 考

完

甕 |41口径 18. 7 胴部中位に最大径持つと思われ 器内、外面に木口の粗い不整方 胴下半欠

現存高13.0 る。肩部ゆるやかに内彎し、口縁 向のナデを施し、後、器面は粗く 秒残

で外反気味に聞く。＜びれ弱く丸 ヘラナデ。

味強い。灰白色。砂粒。小礫多。

壺 5 I口径 6.9' 胴部算盤玉状に膨りやや下位に 胴部内面は粗いナデ。口縁内面

底径 3.2最大径もつ。底部から強く外傾し 口唇丁寧なヨコナデ。器面は口縁

器高 12.6 て開き、口頸部強くくびれる。口 縦胴上半横、下半は縦のヘラナデ。

縁は内彎気味に開く。橙色。細砂

多。

完

壺 | 6 |口径 13. 7 胴中位に最大径をもつと思われ 胴部ハケ目調整。単位広くハケ

現存高15.2 る。肩部から口頸部はかけて内彎 目細かい。器内面ハヶ目調整、ロ

して立つ。口頸部で強くくびれ、 頸部指頭おさえ。口縁外国はハケ

ロ縁は外反して開く。端部は若干 目調整ナデ。

肥厚し、口唇は乎坦。橙色～赤色

呈し砂粒。小礫とも多。

高 刷 71底径 12.8 接合部より裾部に外反して強< | 器内外面風化著るしく観察不可

現存高 7.8開く。裾部に孔を有する。最大厚

0.6cm、 端部は肥厚し更にすぽま

り、外反強。浅黄橙色。砂粒多。

鉢 |8|口径 11.2 手捏ね状で指頭圧痕顕著に残 成形後。内面ナデ。器面粗くへ

器高 3.2 る。肉厚で内彎気味に開く。 ラナデ。

底径 3.0 

秒残

脚部のみ残

完

第29号住居跡（第 107図）

第 5調査区ハー46区で検出された。遺構は南西壁から東壁にかけて検出されたに過ぎず、大半が

調査区域外となっている。南壁は2.65mを測り、南東コーナ一部は丸味をもっ。長方形プランが推

定される。壁高は20~25cmを測り、立ち上がりはゆる＜傾斜を示す。

南壁寄りに地床炉をもっ。床面上に60cmx 55c11tの範囲で焼土の分布が認められ、精査した結果、

炉址は床面を35cm程ピット状に掘り込み、更に第 5層を埋土して構築されていた。本住居跡からは

図示し得る遺物は出土していない。
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.1栂灰色土
1'1屈に近似し、やや明る味、粘性とも強い．

2暗黄褐色土

3 灰褐色土

4・焼土附
5暗灰色土（炭化物を少屈含む）

第107図第29号住居跡

第30号住居跡（第 108図）

第5調査区口～ハー42区で検出された。遺構北東コーナ一部は、土層確認のための試掘に際して

壁の一部が欠失している。

住居跡は長径3.95m X短径3.lmの長方形プランを呈し、西壁側は中央部で内側に突出気味となっ

ている。

壁高は西側で15cm、東側でIOcm程度と極めて浅い、覆土も一層のみである。

床面はよく踏み固められている。柱穴はP1~p4まで検出されたが、 6~IOcm程度の浅い掘り込

みをもつ。北西コーナー側では柱穴は検出されなかった。

炉は北壁寄りに地床炉をもつが、焼土が上面に浅く堆積していたのみである。長径47cmx短径29

cm、深さIOcmの楕円形を呈する。

遺物の出土は極めて少なく、図示し得る資料は出土しなかった。
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1炭化物府

2 焼土屈

3 II認lし褐色土．（焼土多く含み、しまり 弱、粘性弱）

C C' 

冒 0 50cm 
I 口 1

第108図 第30号住居跡平面図

第31号住居跡 （第109~111図）

第 5調査区ハ～ニー45~46区で検出された。遺構中央部より南側は調査区域外となっている。

住居跡は確認された部分から、一辺が 5m前後（北壁は 5.1 mを測る）の正方形プランを呈する

ものと思われる。

壁高は20cmを測り、床面は固く踏みしめ られていた。

柱穴はP1~p，までが確認された。このうち、床面下精査以前にp4、

は床面下の住居跡掘り方精査時に検出された。

P6、P1が確認され、他

柱穴の深さはP4=49cm、Ps=53cm、P1=50cm、P,=53c況、 P2=41cm、Pa=47cm、Ps=52cm 

Ps=I2cm、P9=68cmを測る。
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第109図 第31号住居跡遺物分布図

柱穴p4に近接して地床炉が検出された。

度掘り込まれて構築されている。焼土の堆積は貧弱である。

床面下の調査によって住居跡掘り方が検出された。掘り方は、壁から幅60cm~l.Om程度、深さは

長径77cmx短径38cmの楕円形を呈し、 床面を約20cm程

床面より20~25cm掘り込まれ、柱穴P3、p4、P6、P7に沿った床面は台状に残されている。東、西

壁に沿って部分的に幅20~24cm、深さ40虚程度の溝状の掘り込みをもつ。

覆土は 6層からなり、第 4層は掘り方埋土で、住居跡張り床である。

遺物は全体に濃密に分布しているが、細片が多かった。垂直分布は東側から西側にかけて、ゆる

い傾斜を示しており、流れ込んだような出土状態を示す。

← 
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2 灰掲色土 （粘性しまり強

＜炭化物含む）

3 暗灰褐色土 （整崩落土）

4 暗灰色土（米，h性しまり強

＜炭化物少砥含む）

5 4層に姻ずるが粘性、し

まり強く炭化物多く含む）

6灰黒褐色土（粘性、しま

り強い）

゜
2m 

：口 P
- D' 

冒

土 府

1焼土

2 黒褐色土 （炭化物多く含む）

3 JI謬［褐色土（火熱受けJI旭い）

゜
1 m 

第llO図 第31号住居跡
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第111図 第31号住居跡出土遣物

第31号住居跡出土土器

器種I番号法星(cm)I 形 態 の 特 徴 | 手 法 の 特 徴 備 考

宝·— 1 口径 25. 5 有段口縁壺。頸部は直立し、ロ ロ縁内面は丁寧なナデ。口緑下 ロ頸部のみ

現存高 6.3縁下に凸帯をもつ。口縁は直線的 頸部はハケ目調整。

に開く。輪積みの痕残る。暗褐色

砂粒多。

甕 2 口径 11. 8 ロ縁立ち上がり肥厚し、ゆるい 器内面ナデ。口縁内外丁寧なナ 残口～縁体上

現存高 4.6 段をもって直立気味に開く。黒褐 デ。体部は縦ハケ目調整。横位に 半

色。砂粒多。 幅狭いハヶ目廻る。 衿残

手捏ね 3 口径 5. 1 小型手捏ね土器。鉢形呈する。 器面に指頭圧痕残る。 フヽロ

器高 3.2 

第32号住居跡（第112~116図）

第 5調査区ハー50区で検出された。調査区では東端に位置する住居跡である。

住居跡は一辺3.6m~3. 7mの隅丸方形プランを呈し、各コーナーは強く丸味をもっ。

床面までの壁高は45~60cmをはかり、ほぼ垂直に整然と掘り込まれている。

柱穴は掘り方底面からP1~P2が検出された。深さはP1=38cm、P2=4Icmを測る。

床面は中央部がよく踏み固められていた。東壁側では幅40~50cmにわたって、炭化物が浅く堆積

していた。

床面下は精査によって住居跡掘り方が検出された。掘り方は西壁から北壁にかけて幅80cm、東壁

から南壁にかけて幅55cm~65cm、床面下より 15cm~20cm程度掘り込まれ、中央部を台状に残してい

る。床面は東側から西側に向かってゆるやかな傾斜を示す。

覆土は 8層からなり、第 8層は掘り方埋土、住居跡張り床となっており、炭化物もこの範囲に検

出されている。

遺物は覆土中、床面上から多量に出土しているが、図示した完形土器の多くは住居跡北壁西側寄

り、西壁ほぽ中央部の 2個所に集中して検出されている。

覆土中の遺物は大半が破片であった。床面下、住居跡掘り方埋土内からの遺物出土は認みられな

かった。床面精査時にも炉址は検出されていない。
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第112図 第32号住居跡遺物分布図

第32号住居跡出土土器

器種，：番号1]法彙（cm)1

台付甕

形態の特徴 手法の特徴 備 考

1 I口径 17. 2 比較的薄手で形態整う 。口縁直

器高 28 線的に外反し端部外削ぎ状。台部

最大径23.4下端で若干肥厚。黄褐色。砂粒多。

台付甕 21口径 18. 1 

器高 27.6 

最大径23.8 

器形1に似るがやや肉厚。口縁

外反気味に開き、体部は丸味が強

い。台部は直線的に開く。

台付甕 31口径 14.6 薄手、形態整う。最大径はやや

現存高17.9 上半にあり。口縁は外反気味に開

最大径18.4 く。端部外削ぎ状呈する。

台付甕 41口径 16.4 体中位に最大径持つ。口縁は直

現存高21.8 線的に外反し、端部外削ぎ状。内

最大径21 •8 面には輪積み痕顕著に残る。

器内面ナデ。口縁内外ヨコナデ

外面上半は細かいハヶ目調涵。下

半はヘラナデ。

器内面ナデ。口縁内外ヨコナデ。

外面は全体に細かなハケ目調整。

体下半～台部はハケ目調整後ヘラ

ナデ。台部内面ハケ目残しナデ。

器内面下半ハヶ目調整。上半は

ナデ。口縁内面ハヶ目調整。接合

部肥厚し指頭圧痕有する。外面口

縁はハヶ目調整後ヨコナデ。体部

は全体に細かなハヶ目調整。

器内面下半丁寧なナデ。上半輪

積み痕残し、ナデ。口縁内外ヨコ

ナデ外面にハケ目残る。器面は上

半幅広いヘラナデ。下半、脚部は

幅狭く丁寧なヘラナデ。

完

完

台部欠

台下半部欠
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髯
1灰褐色土

2暗褐色土（炭化物多屈に含む）

3茶褐色土

4 II II (3形に比べ枯性強くやや白味

帯び、炭化物混じる）

5賠褐色土 (2府に準ずる）

6 暗灰褐色土 （粘性強く炭化物混じる）

7灰褐色土

8 焦掲色、灰褐色浪土（貼り床埋土）

第113図第32号住居跡
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第114図第32号住居跡出土遺物
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第116図 第32号住居跡出土遺物

器種番号法量（cm) 形態の特徴 I 手法の特徴 I 備考

甕| 5 I口径 13.0 体部やや下半に最大径もつ。口 器内面は丁寧なナデ。底部周辺芦

器高 17.8縁は直線的に開く 。内面上半に輪 ヘラナデ。口縁内外ハケ目調整。

最大径19.2積み痕残る。 器面はハヶ目調整後、肩部以下を

ヘラナデ。

甕

甕

甕

壺

6 I口径 17.2 体部は丸部欠く。口縁は中位で 器内面ナデ。口緑内外ハヶ目調 I体下半欠

現存高14.6肥厚し、強く開く。端部は内削ぎ 整後、軽くナデる。体部は比較的

最大径18.7 状になる。 細かなハケ目調整。

71口径 14.8 体部丸味強い。口縁短かく直線 器内面ヘラナデ痕残る。上半は 1体部一部欠

器高 17. 7 的に開く。内面上端に輪積み痕残 ナデロ縁内面ハヶ目調整。外面は

最大径17.9 る。 ロ縁ヨコナデ。器面は口縁下より

ハケ目調整後、体部を粗くヘラナ

プ—→·。

81口径 14.8 球形に近い胴部もっ。口縁は厚 器内面丁寧なナデ。口縁内外は 1完

器高 18.9 手で外反。端部で強く開く。 端部をつまむようなヨコナデ。器

最大径18.5 面は全体に幅の広いヘラケズリが

施される。

9I現存高25.2 体やや下半に最大径もつ。頸部 内面はハヶ目調整の後、全体を 1口縁欠

最大径27.2にゆるやかにすぽまる。底部は若 粗くナデている。器面は、細かい

干上げ底を呈する。 ハケ目を不規則に重畳して施し、

単位等不明瞭。

壺 I 10 I口径 16.8 薄手のつくり、体部球形で、口 内面は粗くナデられている。外 1口縁一部欠

器高 20. 1縁は直線的に開く。 面は風化著るしく、整形不明瞭。

最大径19.2

壺 I 11 I口径 11. 5 体部丸味強く、上半に接合痕残 器内面に接合痕残る。比較的丁 1体下半欠

現存高11.4る。口縁は丸味もち、直立気味に 寧にナデられる。口緑内外は丁寧

最大径15.2立ち上がる。中央部に沈線廻る。 なヨコナデ。沈線下～体部にはハ

端部は内削ぎ状を呈する。肉厚、 ケ目が不規則に施される。

赤褐色。砂粒多。
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器種1番号1法 墓(cm) 形態の特徴 I 手法の特徴 l 備考

壺 I 12 I現存高 9.0 口頸は開き気味に立ち上がる。 内面底部周辺にヘラナデ痕残口縁欠

最大径 9.7最大径を体下半にもつ。底部は上 る。下半～上半は丁寧なナデ。器

げ底を呈する。灰白色。細砂多。 面はヘラナデ。

器台I 13 I口径 9.4 杯部は浅く、端部肥厚、中央部 杯部内面丁寧なナデ。外面、脚 1脚部欠

現存高 3.2に孔をもつ。脚部は上端に、 3孔 部ナデ。

を有する。黄褐色。砂粒多。

台付甕 14底径 8.4 台部のみの出土。凹凸が顕著で 外面間隔の広いハヶ目調整。内 1台部のみ残

現存高 5.4内彎気味に開く。端部は平坦口、 面上位ナデ、中位より折り返し部

内面は弱い折り返しを有する。赤 にかけてハヶ目調整。

褐色。砂粒多。

台付甕 15底径 8.8 台部は直線的に開き、凹凸少な 暗褐乎坦にヘラナデ。器面間に 1台部のみ残

現存高 5.6 ＜器厚は変化少ない。限部薄い。 隔の開いたハケ目調整、内面ヘラ

赤褐色。砂粒多。 ナデ端部ヨコナデ。

台付甕 16底径 9.0 胴部は比べ台部扁平。幅広の器 胴部内面ヘラナデ。器面単位広 1体上半欠

現存高 9.6 形が推定される。丸底底に台部接 い。ハヶ目調整。内面ナデ。

合端部器厚減じ。鋭角。暗赤褐色。

砂粒多。

高刷 17|口径 23.2 酌部のみ、大きく開き気味に立 杯部内外面とも丁寧なヘラミガ 1脚部欠

現存高 6.8 ち上がり、口縁若千外反し内削ぎ キ。

状呈する。

器台1 18 1杯部底径 杯部底面乎坦で立ち上がり強く 内面ナデ、器面丁寧なヘラミガ ロ緑、脚部下

8.0 直線的、脚部外反気味。肉厚。淡 キ脚内面上端iごンボリ目、内面は半欠

現存高 6.4黄色。細砂含み胎土良。 丁寧なナデ。
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(2) 方形周溝墓と出土遺物（第117~119図）

第 5調査区ハ～ニー41~44区で検出された。遺構のほぽ北半分が調査区域外となっているため、

全容を明らかにすることはできなかった。

周溝墓は、溝の配列状態から、前方後方形を呈するものと思われる。周溝は全周せず、各コーナ

ーにはブリッジをもつ。

前方部を画する周満は調査区内で先端部70虚が検出されたに過ぎず、全体の形状は不明である。

また、北壁の土層観察でも明確な堆積状態を把握することはできなかった。

前方部南側周溝は、平面形が細長い台形を呈し、長径7.4m X短径4.3mを測る。周溝は西側から

東側にゆる＜傾斜し、東壁は鋭く立ち上がる。北壁寄りに壺形土器がおしつぶされたような状態で

出土した（図版ー35)。後方部南側周溝は、全長7.8m、最大幅4.3mを測る。周溝北壁は直線的で、

西コーナ一部が北側にくびれる。南壁は中位で大きく膨り出す。周濡は南側から北側にゆる＜傾斜

し、北壁側で大形壺形土器、二重口縁壺形土器、小形壺形土器、小型器台等（第 122図、 123図一

2、4、5、6)が出土した。後方部東側周溝は、北側が調査区域外に伸び、全容は検出できなか

った。全区北壁部の最大幅は3.5m、先端部でl.9mを測る。周溝は中位ですぽまり、開き気味に伸

びる。掘長 9.4m、調査り込みは、くびれ部北側で一段深し掘り込まれ、最深部は確認面より約 30

C節、先端部は周溝東側にゆるやかに傾斜し10虚を測る。遺物は全く出土していない。

調査時に黒褐色粘質土を除去し、下層の暗黄褐色粘質土まで下げて周溝の確認を行った。

更に調査区北壁の土層観察を行ったところ、封土の存在が推測された。

周溝は本来の地山である10層黒褐色粘質土を掘り込んで作出されており、掘り出された土は、周

溝内側に盛土されたものと思われ、土層堆積は、東側から西側にゆる＜傾斜をもっており、第10層

相当層（第 5、6、8、11、12層）が観察された。また第14層は炭化物を多量に含んでいる。
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方形周溝墓出土土器

器種1番号：法董(cm)¥ 形態の特徴 手法の特徴 備考

壺

壺

壺

1 I口径 21. 0 有段口縁を呈する。球形胴部を

現存高31.5 もち、口頸部は開き気味に立つ。

最大径31.5 口縁部にかけて強く開き、段のつ

くりは丸味をもち、口唇下に浅く

沈線廻る。口頸立ち上がり隆帯め

ぐらせ三角形刺突。口縁段部刻み

加える。肩部横位ハケ目施文後、

二列に波状文を放すが不整形、底

部打ち欠かれた痕跡残す。浅黄橙

色。砂粒多。

21現存高58.6 大形、胴部のみで全容不明。最

最大径61.6大径を肩部にもつと思われる。肉

厚で内面は剥落著るしい。浅黄橙

色。砂粒多。

31口径 14.0 胴中位に最大径もち算盤玉状呈

器高 19.0する。口頸部で強くくびれ、口縁

最大径15.3内彎気味に立つ。内面輪積み痕顕

著橙色。砂粒多。

内面剥落著るしく観察不能、器 1 底部欠、ロ

面は全体をヘラナデ後、ハケ目、 縁一部欠。

波状文施文。

器面丁寧なヘラナデ。内面剥落口頸部、底部

著るしく不明瞭。 欠、体部秒欠

縮尺％

ロ縁内面ヨコナデ、器面丁寧な I口縁怜欠

ヘラナデ。内面胴部坦くナデ。底

部周辺ハヶ目調整。

器 台|41口径 7. 8 口縁部は外反し、端部は肥厚。 受け部内外丁寧な横ナデ脚部へ 1秒欠

器高 8.0内面に弱い稜をもっ。脚部は裾で ラナデ、裾部横ナデ。

底径 12. 2強く開き、 3孔を有する。脚内面

にジボリ痕残る。赤褐色。細砂含

む。
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器種番号法羹（c況）1 形態の特徴 I 手法の特徴 備 ～ 考

壺 5 I口径 20.2 口縁部有段、胴部は下位に最大

器高 17.8径もち、 肩部はゆるやかに内彎。

最大径174[ :::iでま：ニロし：言頁`
ー．，● |部に隆帯廻る。形態崩れる。赤褐

色。細砂多。

高 困 6 I口径 20,0 口縁部立ち上がりに段をもち、 I 風化著るしく観察不能。

現存高 -6.8上部に洩い沈線廻る。口縁は直線

的に開く。赤色。砂粒多く含む。

甕 71口径 15.4 口縁s字を呈する。肩部からロ

現存高 3.41頸部で内折し強くくびれる。器壁

極めて薄手で、立ち上がりやや肥

厚。口唇端部で内傾気味。明褐灰

色。細砂含。

内面丁寧なナデ。口縁内外面丁 胴下半欠。

寧なヨコナデ。器面一部ハヶ目残 口縁一部欠。

す。丁寧なヘラナデ。

杯部のみ。

ロ縁内外面丁寧なヨコナデ。胴 口縁。胴部

部外面に細かいハヶ目有する。 上半怜残。周

溝外

甕 I 8 I口径 15.5 形態崩れる。口縁中位肥厚。直 器面ヘラケズリ。内面ナデ。口 I完周溝外

器高 17.2線的に立ち端部外反。明褐色。砂 縁部ヨコナデ。

粒多。

甕 I 9 I口径 20.2 口縁外反気味に強く開く。胴上 内面粗いナデ。口縁ヨコナデ。 I 周溝外

器高 21.3半に最大径もち、肉厚。明黄橙色 器面ヘラナデ。

砂粒。小礫多。

(3) 掘立柱建物跡

1号掘立柱建物跡（第 120図）

第 2調査区西端ニー9区で検出された。第 1、 2号住居跡に近接し、建物群のうちでは最も西側

に位置している。

建物跡は桁行 3間 x梁行 1間の東西棟で、主軸は座標東西軸と一致する。

柱間寸法は桁行が 7尺（2.lm)等間、梁行柱間は 9尺（2.7m)を測り、柱穴は整然と配されて

いる。

柱穴形態は概ね楕円形、乃至は長方形プラソを呈し、桁行東西側P1、p4、P5、P8が他の柱穴に

比べて深く掘り込まれている。深さはP1=34cm、P4=53cm、Ps=34cm、Pa=40cm、P2、P3、P6、

P7は20cm前後をはかる。

2号掘立柱建物跡（第 121図）

第 2調査区西端ノー 8区で検出された。遺構は第 1、 2号住居跡に狭まれ、第 1号建物跡とは、
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第120図 第1号掘立柱建物跡
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長軸方向が多少ずれているが、近接しており、両者の関係が考慮される。

建物跡は桁行 3間x梁行 1間の東西棟で主軸はN-25°-Wを測る。

柱間は桁行西妻寄りが 8尺（2.4m)東妻寄りが 5尺（1.5m)梁行柱問は東側l.6m、西側l.7m 

と不均ーであり、穴配列も西側部分が不明瞭となっている。

柱穴形態は概ね円形プランを呈し、径はP1、P3、P6=30c節、 P2、p4、P5=25cm前後を呈する。

確認面からの深さは各柱穴とも概ね25cm前後を測る。柱痕跡は認められず、柱穴内には暗灰色砂質

土が一層認められたのみであった。
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第121図第 2号掘立柱建物跡



-145-

A- 言

｀

＼
 

迫

|

|

|
'
|g

A
-

H, 

□ml 

喜
:
]
¥
:

．
＼
＼
 

＼
 

A
―
 

A
`

`

口
]
/

第122図 第 3号掘立柱建物跡



-146-

3号建物跡（第 122図）

ラー13区で検出された。 4号住居跡に近接する。北側が調査区域外となっているため、全容は不

明であるが、検出された柱穴配列をみると、桁行 3間の東西棟と思われる。主軸はN-76°-E。

柱間寸法は桁行南側両妻寄りが1.7m、中間が1.5m、南側東妻寄りが1.7m、西萎寄りが1.6m、中

間は1.5mである。梁行は柱間1.7mである。p4は北側に入るが、全体に整然と配列されている。 P1

~P2とE～瓦間はそれぞれ深さ15cm前後の洩い溝で連結されている。柱掘形には方形乃至は長方

形を呈する瓦～P3、P6~P此楕円形を呈する P1、p4～巳がある。 P1を除く柱掘形底部に、柱

埋込み穴と思われる一段探い掘り込みが検出された。柱穴下底までの深さは65cm前後で、柱根部は

更に20~30cm程度掘り込んでいる。

4号建物跡 （第 123図）

ラ14区4号住居跡床面上で検出された。柱穴は円形で小さく、形態的には 1~2号建物に似てい

る。床面精査で 4号住を切って構築したものと判断した。 2間X 1間の南北棟で、柱間は桁行南妻

寄りが2.2m、北妻寄りがl.6mと不整である。柱穴は床面よりの深さが約30cmで、柱痕跡は認めら

れない。主軸はN-8°-E。
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第123図第4号建物跡
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5号建物跡（第 124図）

ナー15区で検出された。 3間 (6.3m) X 2間 (5.6m)の東西棟で、梁行東側に 1対の小ピット

から成る膨り出しをもっ。梁行柱間は 8尺 (2.4m)等間であり、桁行柱間は両要寄り2.6m、中間

は8尺 (2.4m)である。膨り出し部はp4~P5、P6~E間が各々 4尺（l.2m)等間、主軸はE-

8°-N。柱掘形は概ね長方形プラソをなし、底面までの深さが40~50cmを計る。掘形底面に更に10

~20cm程度の一段深い掘り込みが認められる。

本跡はP2、P3が11号住居跡を切っており、 8号溝に切られている。 11号住居跡からは国分期の

土器が出土していることから、本跡は平安以降の構築と推定される。

6号建物跡（第 124図）

ナ14区で検出された。形態は後述する 7号建物跡に近似する。梁行東側は調査区域外となる。 3

間（6.3m) X 1 間 （3． 1m ) の東西棟で、主軸はN-4°— S 。 柱間は桁行側両妻寄りが 9尺（2.7 

m)中間 8尺（2.4m)。南側西妻寄りは柱間 8尺である。 P10、P直ま 5号建物跡に切られている。

柱掘形は方形をなす。 P17は西側に若干づれている。底面までの深さは不揃いである。

7号建物跡（第 124図）

ナ14区で検出され、 5、6号建物跡と重複する。梁行東側は調査区域外となっているため、全容

は不明であるが、柱掘形、柱間などに 6号建物跡との近似性がうかがえ、 3間X 1間（ 2.7 m)の

東西棟であった可能性がある。主軸はN-82°-E。柱間は桁行が 8尺（2.4m)等間、梁行西側は

9尺 (2.7m)である。柱穴間は整然と対応関係にある。柱掘形は、 方形乃至は長方形フ゜ランを呈

し、断面形は不統一である。 P20~P叫ま一段深い掘り込みをもち、各々底面より15、25cmを計る。

8号建物跡（第 125図）

ナ16区で検出され、 5~7号建物跡東側に近接して存在する。南側は調査区域外となるため、全

容は明らかにし得なかった。柱間は桁行P1~P6間、 P3～瓦間 8尺（2.4m) Ps~P6間2.6mとや

や長い。梁行は 6尺（1．8m)等間である。柱掘形はP2~p4が長方形乃至は方形プランを呈し、他

は不整円形を呈する。 P2を除き、他は断面形は直立気味に掘り込まれている。

5~8号建物跡の新旧関係は、 6~7号建物跡の主軸、柱穴形態、柱間に共通性が認められ、 6 

号建物跡は 7号建物跡西側に桁行長軸がづれている点、更に 5号建物跡は、 6号建物跡を切って構

築されている点は、おおよそ 7→ 6→ 5号との新旧関係をたどることができよう。 8号建物跡は形

態的には 5号建物跡に類似する。 5号建物は11号住居を切って構築されている。 8号建物は、 13号

住居を切っている。 11号住居は出土遺物から国分期に比定され、平安以降の構築と思われる。 13号

住居は遺物が出土せず、不明確だが、形態上から 5号建物に近接した時期での構築が推定される。

← 
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第125図 第8号掘立柱建物跡

9号建物跡（第 126図）

ソ19区で検出され、 14~17号住居跡に隣接する。 3間 (3.Om) x 1間 （3.Om)の南北棟で、柱穴

配列は方形を呈する。ほぽ座標北に主軸をもっ。柱間は桁行 4尺（1.2m)等間、梁行 9尺（2.7m) 

等間である。柱掘形は円形をなし、鋭角に掘り込まれている。柱痕跡は検出されなかった。底面は

深さ約40cmと均ーに掘り込まれ、底面は平坦となっている。鬼高期の住居跡（14号住居）と伴なう

可能性がある。
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第126図 第9号建物跡

10号建物跡 （第 127図）

ソ21区南壁際で検出された。完掘された柱穴はなく、大半が調査区域外となっている。各柱穴の

柱間は 5尺（1.5m)等間、 P3、p4fま底面まで80cmを計る。P2は40cmで、 底面下に更に15cm程度

の掘り込みがある。 P1vま底面まで完掘できなかった。

11号建物跡 （第 128図）

41区で検出された。12号建物跡に隣接する。柱掘形は円形乃至は楕円形をなし、 鋭角に掘 り込ま

れている。柱間はP1～氏間17m、P2~P3間1.4m、他は 5尺（1.5m) となる。 北側は調査区以

外のため不明である。

12号建物跡 （第 128図）

41~42区にかけて検出された。 11号建物跡東側に隣接する。主軸はE- -N。柱掘形は径15cm

前後の円形プラソをな し、掘り込みは15cm前後と浅い。 3間 （3.6m) X 1間（3.6m)でほぽ正方

形の柱穴配列を呈する。柱穴配置は不整で東側は対応しない。
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第127図 第11号建物跡

13号建物跡 （第 129図）

ハー49区で検出された。柱穴の対応関係は整然としない。柱間はP1~P辺尺（60cm)、P1~P⑬

尺 (2.4m)、P10~Pげ尺 （2.lm)、P6~P8、P1~P10 9尺 （2.7m)、P1~Ps 1. Omとなる。

主軸をほぽ座標北にもつ。

11~13点建物跡はその形態から中世以降の所産と考えられる。
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第128図 第11、12号建物跡
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第129図 第13号掘立柱建物跡

(4) 土器棄場と出土遺物（第130~136図）

第 3調査区西端カー27~28区にかけて検出された。土器棄場は23~28区にかけて検出された谷状

を呈する旧地形、谷部下面において検出されたものである。このうち、特に遺物の集中していた個

所を図示したが、谷の埋没に伴って、覆土中にも多彙の遺物が検出されている。

土器棄場として一括出土土器群が検出されたのは、カー27区においてであった。

第 3区で検出された旧地形は、 23区より蛇行して調査区域内を東西方向に伸び、 29区で調査区域

外となっている。

谷は23区より東方向にゆるやかな落込みをもち、カー27区で最深部、標高 62.25m、現地表面よ

りー3mを測る。 24~26区で舌状に膨り出し、 28~29区で屈曲する。土器集中個所は、カー28区で

検出され、谷下面に沿って集中して完形土器の出土がみられた。

遺物は概ね 2地点に集中しており、谷の落ち込み部から平坦面に至る区域に集中していた。出土

土器はほぽ器形復元できるものが多く、壺、甕が出体を占めている。出土土器群から和泉～鬼高期

にかけての所産と思われ、遺物 Vベルは両地点とも63m前後にほぽ平均して検出されている。
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第認6図 土器棄場出土土器実測図

土器棄場出土土器

器種1番号1法羅（cm)1 形態の特徴 I 手 法 の 特 徴 I備考

壺| 1 I口径 23.1 胴部中位で大きく膨り、頸部で 器面は底部周辺に指頭ナデ。胴 1口縁一部欠

器高 33.2強くすぽまる。口縁は有段で頸部 下半部はヘラナデが施され、上半

底径 8. 1 より外反気味に強く開く。口唇は 部はヘラケズリ後、ナデが加えら

最大径32.2乎坦。胴中位より底部にすぽまる。 れる。内面は丁寧にナデられる。

ロ縁内面にゆるい段をもっ。暗黄 口縁内外は共に丁寧な横ナデ。

色乃至赤褐色。砂粒。小礫多。

壺 I 2 I口径 18.11 頸部で強くすぼまり、口縁は直 器面胴部ヘラケズリ。口縁に部 I肩部以下欠

現存高 9.0線的に開く。最大径を胴部にもっ。 分的にヘラケズリ痕残る。内面へ

暗黄褐色。砂粒、小礫多。 ラナデロ縁は丁寧なヨコナデ。

壺

壺

31口径 18.9 球形胴部で、胴下半に最大径を

器高 26.3 もち上半部はゆる ＜立ち上がる。

底径 6.6頸部でくびれ、口縁は凹凸もち外

最大径25.sl反気味に立ち上がる。暗黄褐色。

砂粒多。

41口径 19.6 胴中位に最大径もち、頸部で強

器高 28.0 くくびれる。口縁外反し、端部強

底径 6.6 く外傾。形状崩れる。暗褐色。砂

最大径25.0粒含多。

器面胴部はヘラケズリ後ナデら I完

れ、下半部にヘラ ケズ リ痕残る。

内面はナデられるが下半部に輪稼

み痕残る。 口縁内外は丁寧なヨコ

ナデ。

器面ヘラケズリ後全体をヘラナ I完

デ。胴中位にヘラケズリ痕残す。

内面下半ヘラナデ、上半は粗いヨ

コナデ。口縁内外は丁寧なヨコナ

デ後暗文施す。

壺 51口径 15.4 形状崩れる。胴部は中位で膨り

器高 26.6頸部で強くくびれる。 口縁肥厚 し

底径 7.5外反、端部外方に強く膨り 出す。

最大径25.3暗黄褐色。砂粒多。

器面底郎周辺にヘラナデ痕残 I完

る。全体にヘラナデを丁寧に施す。

内面底部周辺にヘラナデ、他はヨ

コナデ。口縁内外ヨコナデ。
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器 種1番号1法量（cm)1 形態の特徴 l 手 法 の 特 徴 I備考

甕 I 6 I口径 15.3 胴やや下半に最大径もち、球形 器面丁寧なヘラナデ、内面胴部 1底部欠

現存高23.3に近い形状。頸部くびれ強く口緑 ヘラナデ。一部暗文状。口縁部に

最大径25.5疸線的に開く。暗黄褐色。砂粒、 指頭おさて、口縁内外丁寧なヨコ

小礫多。 ナデ。

甕 |7 |口径 21.2 胴下半に最大径もっ。ゆるやか 胴部丁寧なヘラケズリ。下半は I体部一部欠

器高 28. 7に立ち上がり口縁は中位で屈曲し やや粗いヘケナデ。内面胴部ヘラ

最大径24.8強く外反し立ち上がる。暗黄褐色 ナデ後全体をナデ。口縁内外ヨコ

砂粒多。 ナデ。

台付甕 8 1口径 16. 61 形状崩れる。胴上半に最大径も 器面粗いハケ目調整後中央部よ I体部一部欠

つ。口縁直線的に開き端部やや外 り下半をヘラケズリ、後粗くナデ

反。台部は下端肥厚し内面折り返 台部ナデ、内面胴部粗いヨコナデ、

しを呈する。暗褐色乃至暗黄良。 台部内面ハケ目調整。口縁内面木

砂粒小礫多。 口のヨコナデ、外面ナデ。

台付甕|9 |口径 17. 7 胴上半に最大径。底部よりゆる 器面粗くハケ目調整後中央部よ I台部欠

現存高25.4 く立ち上がり、楕円形に近い状態 り下半ヘラケズリ。内面粗くナデ

最大径21.6 口縁は立ち上がり肥なし直線的に ハヶ目残す。口縁内面木ロヨコナ

強く開く。端部外反。暗黄褐色。 デ、外面丁寧なナデ。

砂粒、小礫多。

台付甕|10|口径 15. 6 胴中位に最大径もつ。ゆるやか 器面ハヶ目調整後下半部をヘラ 1口縁一部欠

器高 21. 2 に立ち上がり口縁は下位に段をも ヶズリ。台部はナデられハヶ目部

台底径 7.4 ち直線的に開く。台部彎曲気味に 分的に残る。内面下半部ハヶ目調

最大径15.2開き、内面に折り返し本する。明 整、上半部ヨ コナデ。台部内面ハ

褐色乃至暗黄褐色。砂粒、小礫多 ケ目調整。口縁内外木口のヨコナ

―̀ プ。

台付甕|nI口径 13.9 胴やや上半に最大径もっ。丸味 器面全体にヘラケズリ。内面底 I台部欠

現存高16.8 もつ胴部でゆる＜立ち上がる。口 周部辺ハケ目調整、他はヨコナデ、

最大径16.9縁中位にゆるい稜もち外反気味に 口縁内面木口のヨコナデ。外面横

開く。

台付甕|12|口径 16. 7 胴部丸味強く中位に最大径をも

器高 27. 7つ。口縁部やや内彎気味に開く。

台底径11.5台部は大きく、強く直線的に開き

最大径22.6端部肥厚、内面折り返し有する。

暗黄褐色。砂粒、小礫多。

台付甕|13|口径 14. 1 胴下半丸味強く中位に最大径も

器高 27.0つ。形態崩れる。口縁は外反気味

台底径 8.3に開く。台部直線的に開き、内面

最大径21.2 に折り返し有する。暗褐色。砂粒

小礫多。

ナデ。

器面ヘラケズリ後、全体を粗く 口縁、体部一

ヘラナデ。台部ヘラナデ。内面へ部欠

ラナデ痕残る。台部は内面ヘラナ

デ。折り返し部指頭おさえ、 口緑

内外ヨコナデ。

面接合部にヘラナデ。口緑内外 1体部一部欠

ヨコナデ。
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器 種番号法量（cm)I 形態の特徴 I 手法の特徴 備考

台付甕 14 口径 17.0 胴部の立ち上がりゆるやかで、 器面ヘラケズリ後粗いナデ。内欠

現存高15.4口縁短く直線的に開く。中位にゆ 面粗いナデ、輪稼み痕、指頭おさ体下半

るい稜をもつ。厚手のつくり。 え痕残る。口縁内外ヨコナデ。

台付甕|15炉径 17.71 s字状口縁有し、稜やや厚く端 胴部単位の狭いヘラケズリ。内欠

現存高 6,2部強く外反。薄手のつくりで胴部 面ヘラナデ。口頸部指頭圧痕顕著体中央以下

大きく膨る。暗黄褐色。砂粒、小 口縁内外とも丁寧なヨコナデ。

礫多。

台付甕I 16 I口径 15.6 頸部強くくびれ口縁下端にゆる 器面ヘラケズリ後ナデ。内面へ

現存高 7.5い稜もち直線的に開く。 ラナデ。口頸部指頭おさえ。口縁

内面ヘラナデ後ヨコナデ。外面口

瑞指頭圧痕後ヨコナデ。

台付甕 17I口径 13.6 甕に近い胴部で、最大径中位に 胴部ヘラケズリ後粗くナデられ

器高 32. 7もつ。口縁中位肥厚しゆるい稜も る。台部デナ。内面ヘラナデ痕残

台底径 9.2ち直線的に開く。台部直線的に開 る。口縁内外ヨコナデ。

最大径23.5き端部若干肥厚。暗褐色。粒砂、

小礫多。

” 

完

台付甕 181口径 15.0 胴部丸味強く頸部で強くくびれ 器面ヘラケズリ。内面幅広の横 I体下半欠

現存高20.1 る。口縁直線的に外反。 縦位のヘラナデ。口縁内外ヨコナ

最大径12.4 プ-•o 

台付甕 19 口径 19.8 形態崩れる。胴部丸味強く中位 器面ヘラケズリ後粗くナデる。 I 

” 
現存高18.0に最大径もつ。口縁下端にゆるい 削り痕残る。内面ナデ。上半粗く

最大径27.1 稜もち直線的に開く。 指頭おさえ、輪積み痕残る。口縁

内外ヨコナデ。

台付甕 20 口径 16.0 胴部丸味強くやや下半に最大径 器面ヘラケズリ後粗いナデ。内 I II 

現存高21.2 をもっ。頸部で強くくびれ、口緑 面下半丁寧なナデ、上半ヘラナデ

最大径24.7 立ち上がりゆるい稜もち肥厚、直 痕残る。口縁内外ヨコナデ。

線的に開き端部強く外反。暗褐色。

砂粒、小礫多。

甕 I 21 I口径 18.2 胴部丸味強く中位に最大径をも 面ヘラケズリ。下半はナデられ I 完

器高 23.6 つ。口縁は外傾気味にゆる＜開き 削りの単位は不明瞭。内面は丁寧

最大径22.4端部はくびれ外反気味で厚手。暗 にナデられ口縁部に指頭おさえ、

黄褐色。砂粒、小礫多。 ロ縁内外丁寧なヨコナデ。

甕 |22 I口径 15.5 高胴上半ゆる＜内彎し、口縁長 器面ヘラケズリ後丁寧にナデ。 体下半欠

現存 11.8 く直線的に開く。口端に浅い沈線 内面ハヶ目残る。口縁共に木口の

が廻る。 ヨコナデ。

堵 I 23 I口径 9.4 胴部下端に浅く膨り出した底部 器面胴下半にヘラケズリ残る。 1 完

器高 8.5 もつ。丸味もち頸部でくびれる。 全体に丁寧にナデ、内面下端、ロ

胴部最大径 ロ縁は長く直線的に開き、端部内 頸部に指頭おさえ残る。口縁内外 I ＋ 

8.3 傾気味。 とも丁寧なナデ。
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器種1番号1法量（cm)I 形態の特徴 I 
均 I 24現存高 5.6 胴部算盤玉状呈し、くぴれ強い。

胴部最大径赤褐色。砂粒含むが胎土良。

8.5 

小形壺I26 i口径 11.8l 胴下半丸味もち内彎気味に立ち

器高 14.9上がり肩部でくびれる。口縁は接

胴部最大径1 合痕明瞭に残し直線的に開く。端

12. 8部外反気味。

鉢 I 27 I口径 10. 01 底部より内彎気味に立ち上がり

底径 4. 7中位で直線的に開く。

器高 6.8| 

壺 I 2s I口径 20.91 有段口縁壺。立ち上がりの段は

現存高 5.3下端丸味をおびて直立気味に立ち

上がる。口縁は外反気味に強く開

き端部は乎坦。口縁下に浅い沈線

廻る。暗褐色。砂粒多。精選され

た胎土。

手 法 の 特 徴 l備

全体を丁寧にナデ、胴下半にへ 1口縁欠

ラケズリ痕残る。内面下端指頭お

さえ。他は丁寧なナデ。

小形壺I 25 I口径 13.4 胴部最大径を下半にもち、底部 器面全体に丁寧なヘラミガキ。

器高 16. 2 より強く開き頸部で屈曲。口縁は 胴部内面丁寧なナデ。口縁内面丁

胴部最大径直線的で中位で外傾気味に開く。 寧なヘラミガキ。

16. 5内面端部にゆるい稜もつ。灰黄色

砂粒多。

器面幅広のヘラケズリ後軽くナ

デる。内面丁寧なナデ。下半部輪

積み痕残る。口縁内外ヨコナデ。

内外面にもハヶ目調整後、外面

粗くナデ、内面下半ナデ。

考

完

完

完

内面口緑立ち上がり部に接合痕 口頸部のみ

残る。内面は下端ヘラナデ後全体残

を丁寧にナデ、外面はヘラナデ。

高 刷 29I底径 12. 0 脚部は径細くゆるやかに直立。 柱状部内面ヘラナデ。底部内面ハ 1脚部のみ残

現存高 98底部は直線的に開き、端部外反。 ヶ目調整後ナデ。器面は単位の大

明褐色。砂粒多。胎土良。 きなヘラナデ。

高刷 30I口径 16.0 杯部は直線的に開く。柱状部は 杯部内外ヨコナデ後、全体をへ I裾部欠

現存高13.4丸味強く下端は直立気味。内面シ ラナデ。柱状部外面ヘラナデ。底

ボリ目顕著。暗赤褐色。砂粒多。 部内外面ヘラナデ。

胎土良。

高刷 311口径 16.0 杯部は直線的に開く。柱状部は 杯部内外ヨコナデ後丁寧にヘラ 1 ” 
現存高118短く径細い円錘状。暗赤褐色。砂 ナデ。柱状部ヘラナデ。底部内外

粒多。小礫含む。 面ナデ。

高杯 32 口径 162 杯部立ち上がりにゆるい段をも 全体に風北著しい。内面立ち上 I ” 
現存高12.6 ち口縁直線的に開く。明黄褐色。 がりに指頭痕残る。

砂粒多。

高 刷 33I口径 15.9 立ち上がり丸味もち口縁直線的 器内外風北著しく不明。 ロ縁残

現存高 5.7に強く開く。端部内面若干肥厚。

暗赤褐色。砂粒多。
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器種1番号1法量（cm)1 形態の特徴 I 手法の特徴 I備 考

高杯I34 I口径 16.9 芥部立ち上がり丸味強く口縁は 杯部内外面ともヨコナデ後ヘラ 1杯部のみ残

現存高 5.7外反気味に開き、内面若干肥厚。 ナデ。

暗赤褐色。砂粒多。

椀 I 35 I口径 12. 8 丸底呈し口縁短く外折する。暗 器面底体部横位ヘラケズリ。内 I 完

器高 6.2褐色。細砂多いが胎土良。 面ヘラナデ後丁寧なナデ。放射状

の暗文もっ。口縁内外丁寧なナデ

椀 I 36 I口径 9.6 平底気味の底部より直線的に立 器面底体部下半粗いヘラケス｀ I 口縁一部欠

器高 5.4ち上がる。口縁外折する。厚手の リ。器内面ヨコナデ。口縁内外ヨ

つくり。灰褐色。細砂含む。胎土 コナデ。

良。

杯 I 37 I口径 13. 5 口縁立ち上がりに段をもち、口 器面底体部ヘラケズリ。内面や I 怜欠

器高 4.5唇は外削ぎ状を呈する。厚手のつ や粗いナデ。口径内外ヨコナデ。

くりで底体部平底気味。灰黄褐色

杯 I 38 I口径 13.4 底体部深く強く開く。 口縁立ち 全体に風化著しい。器面底体部 1 口縁一部欠

器高 5.6，上がりにゆるい段をもちゆる＜内 ヘラケズリ。内面ナデ。口縁内外

傾明赤褐色。砂粒多。 ョコナデ。

鉢 I 39 I口径 17.6 底部より内傾気味に開き口縁立 全体に粗いつくり。内外面ナデ。

器高 8.3ち上がりで内折。二重口縁もち直 口縁は外面立ち上がりに指頭圧痕

線的に開く。明褐色。砂粒、小礫 もっ。

多。

完

杯 I 4o I口径 10 4! 底体部洩く、口縁は立ち上がり 外面底体部ヘラケズリ。内面へ

器高 3.o| Vこ沈線廻り段を作出。直線的に開 ラナデ。立ち上がりより外面口縁

く。暗赤色。細砂含み胎土良。 ョコナデ。

完

杯 I41 I口径 11.2 平底呈し口縁内傾気味に立ち上 底体部内外面ナデ。口縁ヨコナ 底体部一部

器高 2.5がる。暗赤良。細砂多。 デ。 欠

杯 I 42 I口径 10.8 丸底呈し内傾気味に開く。口端 内面、外面口縁ヨコナデ。底体 I 完

器高 3.3部内折し若干肥厚する。赤橙色。 部風化著しく不明。

細砂多。
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(5) 水田状遺構（第137~138図）

第 3調査区ネー17区で検出された。

遺構は地山が畦畔状に残されており、一辺が長径2.8mX短径l.9mを測る。

全体が確認されたのは一面だけで、精査した限りでは概ね 5面が確認されている。

畦畔状の盛土幅は上面が10cm~30cmの幅をもち、下面が30cm~50cmを測り、断面は台形を呈して

いる。

遺構は全体に西から東へゆるやかな傾斜を示 しており、粒径の粗い川砂が全面に堆積していた。

砂の堆稼は畦畔状遺構が検出された部分にのみ詑められた。恐らく 川の氾濫によって砂が堆積し

た部分のみ遺存したものと思われる。

覆土除去後、底面の精査を行った結果、足跡と思われる窪みが 2方向にわたって検出された。部

分的に畦畔状遺構を切っている。

本遺構に伴なう遺物は検出されなかったが、遺構を切っている溝、覆土中の遺物などから、平安

時代以降と推定される。

゜
10cm 

第138図 水田状遺構覆土内出土遺物

水田状遺構出土土器

器 種1番号1法羹(m)1 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

長 甕 1 口径 22 体部は中位ですぽまり、口縁部 体部縦位のヘラケズリ 、内面は 体下半欠

現存高14.5 は中位に弱い稜をもち強く外反、 丁寧なナデ、口縁丁寧なヨコナデ

端部はほぽ水平に開き、口唇内面

に浅い沈線が 一周す る。暗黄褐

色。砂粒多。

← 
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(6) 溝と出土遺物（第139~144図）

村後遺跡では総計33本の溝が検出された。そのうち古墳時代に属する溝は 2~6、22~23、26、

33号溝で他は遺物の出土が貧弱で、明確な時期は不明であった。 15号溝は出土遺物から江戸後期と

思われる。 16~22号満は15号溝との関連が考えられるが、全て浅い溝で、配列から一群の遺構とし

て一括して類別した。

1号溝

ム～ニー10区で確認された。 2、3号溝と併行し、 N-13°-Wをもって、ゆるやかに蛇行しなが

ら発掘区を横断する。溝北側は次第に幅狭となる。最大幅は約60cmで、確認面よりの深さは10~15

cmを測る。覆土は灰黄褐色砂質土 1層のみで遺物の出土はない。

2号溝

ム～二～11区で確認された。 1、3号溝に狭まれ、北側で 4号溝を切っている。N-12°-Wをも

って発掘区を横断する。覆土は 4層からなり、最大幅は 2.3m。平均 2m前後で、南側で次第に幅

狭となる。確認面からの深さは約80cmを測り均ーである。断面形は台形をなし、底面は平坦である

（第 144図1~3)。

3号溝

ムーニ～11区で確認された。 N-11°-Eをもって発掘区を南北に横断する。確認面は 4号溝より

上層にあり、古墳時代以降の構築である。幅は概ね60cm程度で、確認面からの深さは10~15cm程度

と浅い。覆土は 1号溝と同様、 1層からなり。遺物の出土はない。

4号溝

ム～11-14区にかけて確認された。 N-84°-Eをもって発掘区を東西方行に走る。ムー11区で 2

号溝に切られ、ムー13区では 5号溝を切っている。幅は 2~2.3mで、ムー11~12区にかけて、北

側に膨り出し状に 2ケ所掘り窪められている。深さは 2号溝との切り合い部分で確認面より1.7 m 

を測り、全体に1.6~l. 7m前後である。断面形は中位に段をもち、底面は丸味をもつ。覆土は下面

に砂層が検出され、酸化鉄分を含んでいる。

遺物は完形を含む土師器が多く検出されたが、いづれも覆土中位より土層から検出され、全体に

風化が著るしい（第 143図）。

5号溝

ラー12～ムー13区にかけて確認され、 N-49°―Wをもって、発掘区を横断する。ムー13区で 4号

溝に切られている。切り合い部分で確認面よりの深さは 0.5mを測る。全体に 0.4~0.5mを測る。

5号溝との切り合い部では幅l.6mと最も狭くなる。最大幅は3.2mを測る。断面形は概ね台形を呈

する。遺物は完形を含む土師器、須恵器が出土しているが全て覆土中位からの出土である（第 144

図4~9)。

6号溝

ラー12区よりムー14区にかけて確認された。ムー13区で大きく屈曲し、 4、5号溝に治って走

る。幅は0.75~l. Omで深さは1.3~:1.5 mを計る。覆土は 5層からなり、遺物は覆土内から土師器

細片が出土した程度で貧弱ある。
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7号溝

ラー14区で確認された。 6号溝に切られており、 N-14°-Eをもって北側に伸びる。長さは 3m

幅は0.8m前後、深さは0.3mを計り、覆土は砂層 1層のみである。遺物の出土はない。

8号溝

ナー14~16区にかけて確認され、 N-88°-Eをもって発掘区をやや湾曲気味に東西に走る。ナー

14区で 6、 7号住居を、ナー12~13区で11、13号住居、及び溝状遺構を切っている。幅は0.9~1.5 

mで、 確認面からの深さは0.55~0.6mを計る。断面形は台形を呈し、 底部は幅 0.4~0.5 mで南側

がやや傾斜している。遺物は覆土中から土師器破片が出土した程度である。

9号溝

ネー15~16区にかけて確認された。西東に蛇行気味に走る。 8号溝より派生 し、 濡状遺構、13号

住居の上面で確認された。両遺構埋没後に構築されたものである。幅は 0.3~0.5mで深さは 0.1~ 

0.15mである。覆土上面から土師器が比較的まとまって出土している（第149図ー10~16)。

10号溝

ネ～ナー15ナ区にかけて確認された。発掘区を東西に湾曲して走る。確認面は 9号溝と同様であ

る。幅は0.4~0.5m、深さは0.1m前後である。 9号溝同様黄灰白色砂質土を覆土にもっ。

11、12、13、14、15号溝 （第 139図）

ソ～ネー18区～ツ19区にかけて11~15号溝が重複して検出された。

11号溝は12号溝を切り 、13号溝に切られている。確認面での幅は1.4m前後、深さは0.35~0.4m

賢°

゜
5m 

／、三

第139図第11、12、13、14、15号溝
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12号溝は11、13、14号溝に切られている。幅は0.9m前後、 深さは 0.3m~0. 5 mを計り、東南方

向で深さを増している。

13号溝は11、12、14号溝を切り、 11号渦東側に重複しながら発掘区を南北に横断する。断面形は

溝西側で 1段、東側では部分的に 2段の掘り込みをもつ。幅は0.6~1.1m、深さは0.6~0.75mを計

る。

14号溝はN-8°-Wをも って発掘区を北北東ー南々 西に湾曲気味に横走し、 13、15号溝に切られ

ている。最大幅は1.8m計る。溝東側は 2段の掘り込みをもち、深さは0.3~0.6mである。

15号溝はツ18区でほぽ直角に屈曲する。幅は 1.7~2. 6 mで、深さはl.lm前後である。いわゆる

「薬研掘り」を呈し、底部幅は0.3~0.5mと狭い。覆土は 4層からなり、 3層上面には礫とともに

近世陶磁器が一括出土した（第 145図）。

11~14号溝土層は、発掘区南壁で確認された。その結果、及び、平面形態から、12→14→13→11

→15号溝へ との切り合いが想定される。15号溝を除いては、 遺物の出土はなく、時期不詳である。

16号溝

レ～ツー20区で確認された。N-84°-Wをもって発掘区を南北に横断する。ソー19区でゆる＜ 屈

曲する。地山土である暗黒褐色粘質土を掘り込んでおり、 17、18号住居は16号溝埋没後に構築され

たものである。幅1.1~1. 2m、深さは0.15~0.2mで断面形は台形を呈し、地山土の傾斜に沿って東

側壁はやや洩い。覆土は灰黄色砂質土一層のみで遺物は検出されなかった。

23号溝

カー25～ヲー27区にかけて確認された。 N-45°-Eをもって発掘区を西南西～東北東に横切

る。21、22号住居を切っており、ヲー27区で24号消と接する。暗黒褐色粘質土を掘り込んでおり、幅

0. 7~1. Om、深さは最深部で0.48mを計り、北進するにつれて浅くなり、ヲー27区北壁際で0.14m

を計る。暗黒褐色粘質土は22~29区にかけて落ち込んでおり、溝西端は検出できなかった。覆土は

7層からなり、遺物の出土は希薄である。カー25区では21号住居からの遺物が落ち込んで検出され

た。

24号溝

ヲー27~28区にかけて確認された。 N-83°-Eで、両端はそれぞれ23、25号溝に接しているが、

新旧関係は不明である。幅0.3~0.5mで深さは0.2m前後を計る。覆土は暗黒褐色粘質土一層で遺物

の出土はない。

25号溝

ワー27~Jレー29区にかけて確認された。N-42°-Eをもって発掘区を西南西～東北東に大きく蛇

行気味に横切る。暗黒褐色粘質土下層、暗黄色粘質土を掘り込んでおり、 23号溝と併走する。ヲ一

28区で24号溝 と接する。幅0.4~0.6m、深さは0.2m前後を計る。覆土は暗黒褐色粘質土 1層で遺物

の出土はない。

26号溝

ヌ～ヲー29~30区にかけて確認された。南北座標に沿って存在する。暗黒褐色粘質土で確認され

たが、北壁の土層観察から、暗黒褐色土上面から掘り込まれていることが確認された。覆土は10層
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からなり、下層には砂と酸化鉄分の沈澱が認められた。掘り込み面の幅は立ち上がり部分で1.8m、

底部は0.7mで、溝西側は段をもつ。遺物の出土はない。

27号溝

30~35区にかけて、 N-53°-Eをもって、発掘区北壁に沿って確認された。30区で溝先端部が南

々西にゆる＜屈曲する。トー35区で28号溝に切られている。幅は0.6~0.9mで深さは0.25~0.3m 

を計る。 覆土は暗黒褐色粘質土 1層のみで、覆土上面から流れ込みと思われる遺物（第149図一17

~19)が出土している。

28号溝

ト～チー35区で確認された。 26号溝と同様、主軸を座標南北方向にもつ。立ち上がりの幅は1.3~ 

1. 9m、底部は0.3m前後を計り、溝東壁に段をもつ。 27号溝を切っており、 29号溝とも重複関係に

あるものと思われる。覆土は 5層からなる。遺物の出土はない。

29号溝

ト～チー35区で確認された。N-21°-Wをもって発掘区を横断し、チー35区では井戸跡に切られ

ている。幅1.5~l. 7m、底部で0.2~0.4mを計る。溝東壁に段をもつ。覆土は 4層からなり、全て

砂質土であり、 26• 28号溝と近い。遺物の出土はない。

30 • 31号溝

ホー38~39区にかけて確認された。 30号溝はN-81°-Wで、東西方向に伸びる。幅0.6~0.9m、

深さは0.2m前後で、先端部はO.lmと洩い。

31号諧は大部分30号溝に切られている。先端部で幅 0.4mで、深さは30号溝との切り合い部分で

O. lmをはかる。遣物の出土はない。

32号溝

ホー38~39区にかけて確認された。 30号溝と蛇行気味にほぽ併走し、幅0.55m、先端部で0.9mと

なる。深さはO.lm前後で、覆土は30号溝と同様、砂混じりの暗黒褐色粘質土である。遺物の出土は

なし‘o

33号溝

二～ホー40~41区にかけて確認された。N-55°-Eをもって発掘区を西北西～南々東に横断す

る。確認面での幅は0.8m前後、底部は0.2~0.25mをはかる。断面形は概ね整った台形をなす。

覆土は暗黒褐色粘質土一層からなり、遺物は土師器破片が流れ込んだ状態で覆土上面から若干出

土したに過ぎない。

(7) 近世溝状遺構（第 140図）

第 3調査区20~23区で検出された。遺構は旧地形覆土、暗黄色砂質土上で検出された。概期の遺

構は18~22号溝、 10~12号土濃、 1、2号住居状遺構が該当する。土溝、住居状遺構については別

項で取り上げる。

検出された溝は全て確認面より 5~10C11L程度掘り込まれているにすぎず、全体に非常に浅い。

18、20号溝は「L」字状に構成され、中間に19号溝が検出された。 20号溝の 5m北側では、併走

← 
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1号溝
A... A A 

2号溝
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4号溝

A-

曇
土 附

1り1灰褐色土

2 ll{i灰掲色土

3 11{1褐色土

4 1l,,t1化謁色土

土府

1明灰褐色砂質土 5黒褐色砂／晋

2 暗灰色枯'i't土 6 llJ]褐色砂／罰

3 明褐色土 7 Iii¥灰褐色粘質砂附

4 11if褐色砂／砂 8 明灰褐色粘質砂／習
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A
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土附

1耕作土

2 II行椙色土
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4 灰色粘質土

5灰白色粘質土

6 灰白色砂質土
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4号溝
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2 Jiff褐色土
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12淡黄色粘質土

8号溝
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13行灰色砂質土

14灰褐色砂質土（鉄分多く含む）
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5号溝
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9 灰歎褐色粘質土

10 i炎筑色粘質土
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13 II在宵灰色粘＇i'［土

9号溝 ，
A ...A 

冒

-A 

10号溝
A_ --'"'Ji  

量

量

A 7号溝． A 

疇

6号溝

A ぶ

A-

16号溝

A-

゜
2m 

第141図溝土層断面図
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11, 12, 13, 14号溝

A
 

土屈

1 明灰褐色砂質土

2 熙褐色土

3 暗褐色砂質土

4 明褐色土

5暗灰色粘質砂屑

5'5附に準じ礫混じり、粘性強

6 明褐色砂層

15号溝 ―--A 

土府

1火山灰層（机い白色粒状）

2 黄灰白色砂質土

3 暗黄褐色土（粘性、しまり強）

4 暗褐色土ー （II II ) 

24号溝

三言］

25号溝

土府

1明灰褐色砂質土

2陪灰色粘質土

3 明褐色土（しまり強い）

4 II行褐色砂）府（鉄分含む）

5黒褐色砂府（ II ) 

A

＿
 

溝号7
 

2
 A

-
A 

7暗灰色砂屑

8 黒褐色小礫混じ り砂恩

9 暗灰色小礫混じ り、砂屑

10 1屈に準じる

28号溝

A 

11灰色粘烈砂府

12明灰色粘質砂屈

13灰掲色砂屑

14 7屈に準じる

15明褐色粘質砂府

16 7屈に誰じ暗褐色粘質土混じる

17 7庖に準じるが明る＜砂粒細かい

18灰褐色粘質砂屈

19灰黄色砂府

20 6層に準 じる

21暗褐危砂礫屈

26号溝 k 

A
 

A 

6 3屈に準じる

7 明褐色砂陪

8 II訂灰掲色粘質砂附

9 II在灰色枯質砂屈

10 llf¥灰褐色粘質砂府

29号汁I' A' 

30, 31号溝

A- A

＿
 

土眉

1小礫祉じり砂陪 3 II紅褐色砂質土

1'1府に準じ礫多い 4 II在褐色土

2 灰褐色粘質砂陪 5 1II9i褐色砂附

A

＿
 

..
 
、

9＂＂ 
.. I
 

号2
 

3
 A-

33号溝
A A 

量

｀ 

土府

1明灰褐色土

（鉄分含む）

2灰散褐色土

（鉄分含む）

3 ll;'c褐色土

（鉄分含む）

4 II訂煎褐色土

2m 

第142図 溝土層断面図
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第145図 第15号溝出土遺物

して22号溝が検出された。 8、11号土嗅 1、 2号住居状遺構は溝区画内側で検出された。主軸は

18号溝がN-12°- E、20、21号溝がN-3°-Wにもっ。遺物は全く検出されなかった。

(8) 第15号溝出土遺物（第 145図）

15号溝からは礫と共に陶磁器片が一括出土した。第 150図に可能な限 り図示した。

1~5、7、 8は茶碗である。 1はかけわけで体部上半～底部にかけて茶褐色釉、口端～内面に

かけて透明釉をもっ。付け高台。口径9.8cm、器高6.2cm、底径5.0cm。

5は染付茶碗で淡青灰色を呈し、口縁に沿って 2本の染付が廻る。口径5.6cm、器高7.2cm、底径

5.0cm。 6は染付皿と思われる。底径9.0cm。 2~4、7~8は天目茶碗である。内面及び底部上端

まで鉄釉がかけられている。底径は 2=4. 8C1/L。 3= 4cm、4 =4. 8cm、7=4. 8cm、 8 =5. 3C11L。

9はすり鉢で内面は10本 1単位の櫛目が口縁から底部に重畳して施されている。 口縁に 2条の浅

い沈線と体部に沈線横走。内面に凸帯もつ。口径36.5cm、器高14.4cm、底径17.2cm。

10は白磁と思われる。小形で底径2.3cmを測る。 11は皿、 12は鉢状を呈すると思われる。12は内面

に淡い黒色の染付をもっ。底径は11=7.Qcm、12=10.3cm。
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4号溝出土土器

I 
器種番号1法輩（cm)1 形態の特徴 I 手 法 の 特 徴 備考

長甕I 1 I口径 28.3 体部上半直線的に立ち上がり、 器面体部ヘラケズリ後ナデ。内 体下半欠。

現存高12.0 口縁立ち上がりにゆるい段をも 面丁寧ヨコナデ、口縁内外ヨコナロ縁½残。

ち、強く外反して開く、浅黄橙色。 デ。

砂粒多。小礫含む。

長甕 2 I口径 16.4 口緑は立ち上がりで肥厚し、外 器面体部ヘラケズリ。内面及び I 口縁¼残。

現存高 8.0反気味に強く開く。浅黄橙色。砂 外面口緑部ヨコナデ。

粒多。

長甕I 3 1口径 18.5 立ち上がりに段をもち、口縁は 器内面ヨコナデ。外面体部ヘラ ロ縁～体上

現存高 7.2直線的に開く。 ヶズリ後ナデ。口縁ヨコナデ。 半怜残。

41口径 19.0 体部に最大径をもち肩部すぽま 器面体部ヘラケズリ後全体をナ ロ縁～体部

現存高14.4 り立ち上がりに段をもつ。口縁は デ。内面体部ヘラナデ痕残る。口怜残。

外反気味に開く。明黄褐色。砂粒、 縁内外ヨコナデ。

小礫多。

甕 I 5 I口径 19.81 肩部でゆるくすぽまり立ち上が 器面胴部はヘラケズリ後丁寧に 口縁～体部

現存高 5.8 りに浅い段をもつ。口縁は中位で ナデられる。器内はヘラナデ。口上半¼残。

肥厚し直線的に開き、端部は外折 縁内外共ヨコナデ。

する。内面に接合時の段残る。暗

黒褐色。砂粒。小礫多。

杯 I 6 I口径 14.0 平底扁乎な底体部をもち、口縁 器面底体部ヘラケズリ、周辺部 口縁怜残。

器高 3. 7は内彎気味に開き 2条の明瞭な段 ヨコナデ。内面は丁寧なナデ。口底体部完。

をもっ。口縁内面にもゆるい段を 縁内外面丁寧なヨコナデ。

3条有する。明赤褐色。砂粒多。

胎土良。

杯 I 7 I口径 12.0 丸底呈し、立ち上がりにゆるい 成形坦い。器面底体部ヘラケス;I 秒残。

器高 4.0段をもつ。口縁短かく直立し、端 リ後粗いナデ。内面ヨコナデ。ロ

部若千肥厚し、ゆる＜外反。明赤 縁内外丁寧なヨコナデ。

褐色。細砂多。胎土色。

杯 I 8 1口径 12.0 丸底気味の底部もち、立ち上が 器面底体部ヘラケズリ。内面底 I 秒残

器高 4. 2 り明瞭な段をもっ。口縁中位に段 体部粗いナデ。口縁内面立ち上が

をもち外反気味に立ち上がる。淡 りより外面丁寧なヨコナデ。風化

黄色。砂粒多。 著るしい。

杯 I 9 I口径 11. 0 丸底呈し、立ち上がりゆるい段 底体部ヘラケズリ。内面底体部 I¼残
器高 3.4をもつ。口縁は短かく内傾気味に 指頭圧痕残る。丁寧なヨコナデ。

開く。壺色。砂粒多。白色粒子多 口縁外面丁寧なヨコナデ。

醤に含む。

杯 110I口径 11.31 丸底呈し直線的に開き立ち上が 風化著るしく底体部ヘラケズリ

器高 4.2 りにゆるい段をもつ。口縁は外反 痕僅かに残る。口縁内外ヨコナデ。

完

← 
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器種番号！法量（cm) 形態の特徴 I 手法の特徴 I 備考

気味に開き、端部若干肥厚。淡赤

褐色。細砂多。

杯 IllI口径 11. 0 丸底呈し立ち上がりに段をも 口縁部ヨコナデ。外面ヘラケス:I ¼残
器高 3. 7つ。口緑短かく直線的に開き内面 リ。内面平滑りにナデ。全体に風

にゆるい段をもつ。褐色。細砂多。 化。

杯 I 12 I口径 14.8 器高低くゆるやかに開く。立ち 風化著るしい。口縁ヨコナデ。 1 口縁¼残
現存高 3.0上がり浅い段をもち内彎気味に開 外面ヘラケズリ後ナデ。内面ナデ。

＜橙色。細砂多。小礫含む。

杯 I 13 I口径 10.5 丸底呈しやや屈曲気味に開く。 口縁ヨコナデ。外面ヘラケズリ

器高 3. 1立ち上がりに浅い段をもち肥厚し 丁寧。内面ヨコナデ。

内傾気味に開く。口緑内面に段を

もつ。淡赤褐色。細砂多。

坪 I 14 I口径 11. 5 浅い丸底呈し立ち上がり弱い段 口緑強くヨコナデ。外面ヘラケ

器高 3.0 もつ。口縁は下半内傾し上半部は ズリ。内面指頭抑圧による凹凸残

ほぼ直線的に開く。内面凹凸顕著。 りヨコナデ。

赤橙色。砂粒多。

杯 I 15 I口径 11. 2 丸底呈しやや直線的に開く。立 口縁ヨコナデ。外面ヘラケズリ

器高 3.8 ち上がり弱い段をもち口縁短かく 後全体を丁寧にナデ。内面丁寧な

内傾気味に開く。内面凹凸残る。 ョコナデ。

橙色。砂粒多。

杯 I 16 口径 12.0 底体部下半平坦、立ち上がり弱 I 風化著るしく内外とも不明。

現存高 3.7 い段もをち口縁は上半肥厚し、外

反気味に開く。橙色。細砂多。

完

完

完

ロ縁¼欠

杯 I 17 I口径 10.0 体部は丸味をもって立ち上が 口縁はヨコナデ。体部は内外面 I口縁衿欠

器高 3.9 る。口縁立ち上がりに沈線が廻る。 ともヨコナデ。底部は切断後周辺

ロ縁は直立し内面が肥厚する。灰 部も含めてヘラケズリ。

色細砂含む。胎土良。

小型壺I 18 1口径 8. 5 形態崩れる。体部やや上半に最

器高 11. 0大径有し、口縁は内彎気味に開く。

最大径11.1粗いつくり。灰褐色乃至黒色。砂

粒多。

ロ縁粗いヨコナデ。体部は外面

ヘラケズリ後上半部を丁寧にヘラ

ナデ。内面底部周辺指頭ナデ。体

部は粗いナデで輪積み痕残る。

秒残
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2、5、9、27号溝出土土器

器種1番号1法羹(cm) 形態の特徴 I 手法の特徴 備考

杯 I 1 I口径 11. 2 体部洩く立ち上がりに明瞭な段 口縁ヨコナデ。外面ヘラケズリ
， 

衿残。 2号

器高 3. 5をもつ。口縁は外反気味に開く。 内面ヨコナデ。 溝

赤褐色。砂粒多。

杯 I 2 I口径 13.0 体部浅い。立ち上がり浅く沈線 口緑丁寧なヨコナデ。外面ヘラ 1 完 2号溝

器高 4.3廻らせ段を作出。口縁は直線的に ケズリ。内面ナデ。内面は風化著

開き内面若干肥厚。赤褐色。砂粒 るしい。

多。

杯 I 3 I口径 11.o 口縁立ち上がりに段をもち、直 口縁ヨコナデ。外面ヘラケズリ 怜残。 2号

器高 3. 5線的に開く 。端部肥厚しゆる＜外 後ナデ。内面丁寧なヨコナデ。 溝

傾丸底呈する。赤橙色。砂粒多。

杯 I 4 I口径 11. 4 口縁立ち上がりに段をもち、外 口縁ヨコナデ。外面ヘラケズリ。 ％欠。 5号

器高 4.0反気味に開く。端部若干肥厚。内 内面底部周辺ヘラナデ。体部ヨコ溝

面立ち上がり屈曲顕著。灰白色。 ナデ。

砂粒多。

杯 I 5 I口径 11.0 立ち上がりに段をもつ。口縁は 口緑ヨコナデ。外面丁寧なヘラ 衿残。 5号

器高 3.4外傾して開き端部肥厚。内面立ち ケズリ。内面ヘラナデ後全体をョ溝

上がり屈曲。赤橙色。砂粒多 コナデ。

杯 I 6 I口径 12.5 丸底を呈しゆるやかに内彎気味 1 外面単位かいヘラケズリ。口縁％残。 5号

器高 3. 8に立ち上がる。赤橙色。砂粒多。 ヨコナデ。内面ヨコナデ。 溝

壺 I 7 I口頸現存径I 胴部に最大径持ち肩部で強くす I 内外面とも風化、剥落顕著。内 I体部怜欠。

15.0ぽまる。口縁は直線的に開く。中 I外面ヨコナデ。

現存高15.3位肥厚し隆帯状をなし、上下に櫛

最大径21.6描波状文。体部櫛のヨコナデもっ

灰白色。細砂含む。胎土良。

5号溝。

杯 |81口径 11.5 立ち上がりに段をもち、口縁は 口縁ヨコナデ。外面ヘラケズリ。 I5号溝

器高 3.4直線的に開く。内面に弱い稜をも 内面指頭圧痕残る。ョコナデ。

ち、底体部は凹凸顕著。丸底呈し

やや尖り気味。明赤褐色。砂粒多。

杯 |9|口径 11.1 立ち上がりに段をもつ。口縁は 口縁ヨコナデ。外面不規則なへ 完。 5号溝

器高 3.5外反気味開きゆがむ。丸底呈する。 ラケズリ。内面底体部下半粗いナ

赤橙色。細砂多。 デ。立ち上がりにかけてヨコナデ

杯 |10 1口径 11. 8 立ち上がりに段をもち、口縁は I 風化受け整形下明瞭。

現存高 4.1中位で肥厚し外反気味に開く。端

部外傾気。味丸底呈する。赤橙色。

細砂多。胎士良。

怜残。 9号

溝

杯 I 111口径 13. 81 平底気味の底部もち立ち上がり 1 口縁ヨコナデ。外面ヘラケズリ I ％残。 9号 ← 
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器種1番号：法盤(cm)/ 形態の特徴 I 手法の特徴 1 備 考

器高 3. 5]口縁に 3条の段をもっ。口縁は直 後デナられる。内面は丁寧なヨコ 1溝

線的に開き、端部直立気味。口縁 ナデ。

内面にゆるい段をもっ。薄手のつ

くり。暗褐色。細砂多。胎土良。

坑 I 12 I口径 14. 5 口緑立ち上がりに沈線廻り段を 口縁ヨコナデ。外面ヘラケズリ ％残。 9号

器高 3.5作出。口縁外反して開き 2条の段 後丁寧なナデ。内面ヨコナデ。 溝

をもつ。内面立ち上がりにゆるい

段，薄手のつくり。暗褐色。細砂

多胎土良。

杯 I 13 1口径 11. 3 体部中位で直立気味に開き、ロ ロ縁ヨコナデ。外面ヘラケズリ 底部一部欠

器高 4.0縁は肥厚気味に直線的に開く。明 後丁寧なナデ。内面ヨコナデ。 9号溝

赤褐色。砂粒多。

杯

杯

14 I口径

器高

15 I口径

器高

12.9 体部は洩く丸味をもつ。口縁は

4.0短かく強く内折する。赤橙色。砂

粒多。

11. 71 14同様の器形をもつ。底部薄手

4.0 

ロ緑ヨコナデ。外面ヘラケズリ

後ナデ。内面ヨコナデ。

14と同様

杯 I 16 I口径 9.5 薄手のつくり。体部は丸味をも］ 口緑ヨコナデ。外面粗いヘラケ 1 完。 9号溝

器高 3. 5ち口縁直行する。暗黄褐色。砂粒 ズリ。内面底部周辺指頭圧痕もつ

多。

壺 19 I口径 13.0 底部より強く開き、体下半に最

器高 17.0大径もつ。頸部で強くくびれ口縁

最大径17.3は直線的に開く。二重口縁有する。

暗赤色。砂粒。小礫多。

粗いヨコナデ。

ロ緑ヨコナデ。外面上半ハケ目

調整後ヘラケズリ→ナデ。下端底

部周辺は丁寧なヘラナデ。内面底

部周辺ハケ目調整。体部はヨ コナ

½残。 9 号

溝

完。 9号溝

坑 I17 I口径 13. 7 浅い体部で口縁短かく外反気味 口縁ヨコナデ。外面ヘラケズリ 砂残。 27号

器高 2.6に立つ。薄手。内面凹凸顕著。赤 後ナデ。内面立ち上がり部より丁溝

褐色。細砂多。 寧なヨコナデ。以下は粗いナデ。

杯 I 18 1口径 13. 7 体部平底気味で直線的に強く立 口縁ヨコナデ。外面ヘラケズリ 衿残。 27号

器高 3. 1ち上がり、端部ゆる＜外面。赤褐 後ナデ。内面ヨコナデ。 溝。

色。砂粒多。

完。 27号溝

デ゜
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土 府

1賠訊色土 （火山灰含む） 4 灰褐色砂肘 （礫を 多・品に含む）

2 黒色土（砂粒含み粘性強） 5涙筑褐色砂It'i（枯性叫）

3 II脅痰褐色土（小腔含み粘性切）

0 2m 

第146図井戸跡

(9) 井 戸 跡（第 146~147図）

ワー36区で検出された。遺構は第29号溝を切って掘り込まれており、北側は調査区域外となって

いる。 N-55°-E。確認される最大径は2.75mで楕円形を呈するものと思われる。壁は階段状に掘

り込まれ、底部は中央部が窪む。

最深部は確認面から1.5mを計る。

覆土は 5層からなり、 3層上面で

は多量の礫が投棄されたような状

態で検出され、礫に混じって、中

世陶器底部破片が一点出土してい ゜
10cm 

る。
第147図井戸跡出土土遺物

← 
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(10) 竪穴状遺構

1号竪穴状遺構

IA号

必

A
 

A' 

2号竪穴状遺構

A

l

 

A

l

 

A A 

0 2m 

第148図竪穴状遣構
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(10) 竪穴状遺構（第 148図）

1号竪穴状遺構

第 3調査区レー21~22区で検出された。 1A、B号、 9号土渡と重複関係にある。

1A号遣構は西壁2.65mを測り、南北壁は湾曲気味である。 1B号遺構は 1A号遺構を切って構

築され、径約2.8mの不整円形を呈する。断面形は台形を呈し、壁は鋭角に立ち上がっている。

砂質土に掘り込まれ、床面は良好な検出状態とは言えなかったが、壁高は90cmを測り、床面は平

坦である。

2号竪穴状遺構

第 3調査区レ～ソー20~21区で検出された。 N-20°-Eを主軸にもち、北壁2.Im、南壁I.6m、

東壁2.7m、西壁2.6mを測り、東西壁は湾曲気味で長方形プラソを呈する。

遺構は前者同様砂質土中に掘り込まれており 、床面の検出状態は良好とはいえなかった。

壁高は南壁側40cm、北壁側50cmを測り、床面は南から北側にゆるやかな傾斜を示している。

壁は南北側でほぽ垂直に立ち上がり、 東西側はやや鋭角気味に立ち上がる。覆土は暗灰褐色砂質

土1層のみで、遺物は全く検出されなかった。

(11) 土器焼成遺構（第 149図）

第2調査区ウー10区で検出された。主軸は座標東西ラインに一致する。長径1.56m X短径0.54m 

を測り、長楕円形を呈する。

長軸西側は立ち上がりに径 cm、深さ C7llの小ピットをもち、壁はオーバーハングして立ち上が

る。東壁はゆるやかな立ち上がりをもつ。

底面はゆるい凹凸をもち、南、北壁はほぽ垂直に立ち上がる。

覆土は暗黒褐色土 1層のみであるが、遺構内には若干浮いた状態で炭化物層が 2~4cmの厚さで

全体に堆積していた。西壁に接して覆土中層には焼土層がみられ、西壁は火熱を受け部分的に赤変

している。

本来、土横と して分類すべきかも しれないが、本項では、土器焼成遺構と して取り扱った。

9 ----

A-

col 

A
 

A' 

8
 

土層

1灰黄色土

2暗黄色土

。
1m 

第149図土器焼成遣構
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(13 土 壊（第 150~151図）

1号土城

ニー10区。N-3。-Eo長軸2.08 X短軸1.57m、深さ0.42mの不整楕円形を呈する。底部は北側

で深くなり、立ち上がりは強い段をもっ。

2号土城

ノー9区。 N-60°―W。長軸1.24X短軸0.93m、深さ0.67mの不整楕円形を呈する。底部は平坦

で、ほぽ垂直に立ち上がる。

3号土墳

ニー9区。N-42°-W。長軸1.05 X短軸0.9m、深さ 0.11 mの隅丸長方形を呈する。底部は平坦

で掘り込みは極めて浅い。

4号土壊

ゥー9区。 N-25°―E。長軸1.15X短軸0.94m、深さ 0.3mの隅丸長方形を呈する。底部は西側

がやや深く、垂直に立ち上がる。

5号土壊

ゥー10区。 N-36°-W。長軸1.1X短軸0.84m、深さ 0.25m。ほぽ平坦な底部で垂直に立ち上が

る。

6号土塙

ナー16区。 N-72°―W。深さ0.l2mで、楕円形呈すると思われる。底部は乎坦で、砂質土のため

不明瞭、覆土内に河原石、片岩類、骨片などが検出されている。火葬に伴う埋葬施設か？

7号土壊

ヵー24区。 N-62°-E。径2.Om前後でほぽ円形を呈する。深さ0.54mで底部は平坦。若千開き

気味に立ち上がる。覆土は暗黒褐色粘質土、 20号住居跡に近接する。

8号土墳

レー22区。 N-0°-E。長軸1.85x短軸1.32m、深さ0.66mの楕円形を呈する。底部は中央部に

向かってゆるやかに落ち込み、西壁は開き気味に立ち上がる。

9号土壊

V-22区。 N-10°-E。長軸1.45x短軸1.14m、深さ0.42mの楕円形を呈する。底部は平坦で開

き気味に立ち上がる。

10号土壊

レー22区。 N-71°-W。長径1.03x短径0.93m、深さ0.18mの楕円形を呈する。覆土は11号土渡。
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9号土城 10号：I_：城 11号土礫

A （＼ 
A-

T
 A0 A 

A- A-
A _A 

12号土痰

AEJA 

A 凶

冒言言冒言言

1 6-fJ•土墟

A(J)A 

A＿ 凶

曇

A_ 

13号土坂

□/JA 

A
 

土］fi

1 11{f灰掲色土（珪多屈に含む）

2椙色粘t＇［土

3 II在糾色土

4 淡暗掲色土

5 褐色砂府

6 |Iftよし＼褐色土（枯性強、炭化物

含む）

A-

AC DA 

A-

一曇

14号土痰

A
-

A 

一

土府

1灰筑褐色土（砂粒、酸化鉄含み粘性弱）

2灰褐色土（ II ) 

3 1It掲色土(. I/ ) 

4 黙掲色枯質土（砂浪り粘性強）

5 沙謬1'(褐色土（砂質、粘性強）

6灰褐色土（粘性強）

7 4庖に準ずる

8灰黙褐色土（粘性、し まり強く砂拉含

む）

9礫府（壁崩土）

10焦褐色粘質土（砂拉な く粘性強）

゜
2m 

第151図 土 城
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11号土壊

ター22区。 N-83°-E。長径1.3x短径0.93m、確認面からの深さは0.18mの楕円形を呈する。覆

土は10号土濃同様、灰黄色砂質土である。

12号土壊

レー21区。 N-3°-E。長径1.29x 短径0.86~ 、深さ 5 C1//内外。隅丸長方形を呈する。

13号土壊

ルー30区。 N-28°-E。長径1.45 X短径1.35m、深さ1.45mの楕円形を呈する。覆土は 6層から

成り、最下層には炭化物が含まれている。

14号土城

ルー30区。 N-99°-E。長径2.09 X短径1.52m、深さ1.26mの隅丸長方形を呈する。底部は南側

にゆる＜傾斜し、オーバーハソグする。覆土は10層から成り、 9層は壁崩落礫層である。 13、14号

土渡は近接し、ともに礫層を掘り込んでいる。

15号土壊

ハー56区。径1.00前後でほぽ円形を呈する。底部は東側で一段落ち込み、やや開き気味に立ち上

がる。南側はオーバーハングを呈する。蠅文早期条痕文条土器が壁際から出土している。深さ最深

部で0.32mを計る。
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3 グリット出土遺物

(1) 土器（ 第152~154図）

第 152図1は体部に丸みをもち、口縁が強く外反する甕形土器である。口頸部は 6本 1単位の櫛

歯状工具を 3段廻らせ、櫛歯文間に同様のエ具を 1単位ずつ押圧を施しており、各単位間は連続し

ない。沈線は断面半円形で、小枝等をたばねたものを用いたと思われ、部分的にずれている。地文

は附加条R{t叶 CR{tの可能性もある）を斜位回転させており、口唇上にも施文されている。

ロ径25.0cm、現存高22.3cm胴部最大幅20.5cmを計る。明赤褐色。

同図 2は最大径を口唇下にもつ甕形土器である。底部よりゆるやかに立ち上がり、口唇は強く内

滴する。口唇下に平行沈線による波状文が廻る。口唇は内削ぎ状を呈する。地文は羅文 が横回

して施され、波状沈線施文後、器面にヘラ削りが加えられている。下半は粗く輪積み痕残る。赤橙

色呈し、砂粒、小礫とも多く含む。推定口径23cm、現存高14.6cmを計る。

同図 3は鉢、乃至は台付鉢形を呈すると思われる。ゆるやかに立ち上がり、口縁は内湾気味に立

つ。口唇は内削ぎ状を呈し、内面に稜をもっ。口縁下に乎行沈線が廻り、沈線間には楕円形の刺突

が充填されている。口唇及び口縁部に蠅文くが施されている。口縁下は概ね丁寧なヘラ磨きが施さ

れている。赤黒色を呈し、砂粒、小礫とも多く含む。口径29.2cm、現存高9.8cmを計る。

同図 4は体中央部で内傾気味に立ち上がり、口唇外反する甕形土器である。口唇は肥厚く若干外

方に突出する。無文で器面は丁寧にヘラナデされている。暗黄褐色、砂粒、小礫多く含む。 口径

20.8cm、器高25.2cm、体部最大径28.2cmを計る。

同図 5は壺形を呈すると思われ、つぶれたような状態で出土した。体上半は欠損している。底部

より内湾気味に開く。器内外面とも風化が著るしいが、器面は丁寧にナデが施されたと思われる。

赤橙色を呈し、砂粒、小礫とも多く含む。現存高26.2cm、現存高最大径32cm、底径7.7cmを計る。底

部には布目圧痕有するが不明瞭である。

同図 6は台付鉢形を呈する。台部高は 5cm前後と推定される。やや内湾気味に開き、 口唇は乎

坦。台部には円孔を有する。暗石褐色、砂粒多く含む。器面は丁寧にナデられる。口径18cm、推定

器高13.8cmを計る。

第 153図 1は体下半で大きく膨り、口頸部ですぼまり口唇が外反して開く甕形土器である。口唇

から体膨り出し部まで輪積み痕が顕著に観取される。縄文は口唇下より 4段に上方から施されてい

る。原体は 5cm前後と推定される。縄文帯幅と輪積みの相関性は有さない。膨り出し部より底部に

かけては器面が丁寧にヘラナデされている。暗黄褐色を呈し、砂粒を多く含む。口径16.5cm。器高

32.5cm、最大径22.4cm、底径9.6cmを計る。ニー50区より単独で出土した。

同図 2は体上半に最大径をもち、口頸部でくびれ、口縁が大きく外反して開く甕形土器である。

口唇内外面に指頭を交互につまんで作出したと思われる小波状を呈する。器面には部分的に擦痕が

残るが、全体にナデられている。橙色を呈し、砂粒を多く含む。口径31.2cm、推高器高46.2cm、体

部推定最大径36.6cm、底径8.4cmを計る。ヘー63区より 2x2mの範囲で出土した。
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同図 3は小型壺形土器である。体部上半で膨り口頸部で強くくびれ口縁は直線的に開く。体下半

にヘラ削りが残るが器面は全体に丁寧にヘラナデされている。内面は口頸部に指頭おさえ痕残り、

他は横ナデ。口縁は外面ヘラナデ、内面横ナデ、赤橙色を呈し、細砂多く含むが胎土良。口径14.2

cm、器高15.4cz/l,、体部最大径15cmを計る。ヨー24区出土。

同図 4はS字状口縁を有する甕形土器である。口縁端部は薄く鋭いつくりで、立ち上がり部は、

外方に強く突出する。体部は縦位、横位にハヶ目調整を有する。口縁横ナデ、内面はハケ目調整後

丁寧にナデられる。明褐色を呈し、砂粒多く含むが胎土良。口径12.9cm、現存高 6cmを計る。ニー

42区出土。

同図 5は体下半に最大径をもつ小形壺形土器である。丸底呈し、口頸部で強くくびれ、口縁は肥

厚気味に外反して開く。口縁内外に暗文をもつ。器面は丁寧なヘラナデ。内面口頸部に指頭おさえ

残る。赤色を呈し、砂粒含むが胎土良。口径16.6cz/l,、器高19.2cm、最大径20.3cmを計る。ルー30区

出土。

同図 7は須恵器甕である。肩部で大きく膨り、口頸部で強くくびれ口縁は外反気味に強く開き、

端部は下方に突出する。器面は丁寧にナデられる。内面は粗いナデ。口縁横ナデ。灰色を呈し、砂

粒多く含む。口径19cm、現存高31.3cm、最大径25虚を計る。ウー12区出土。

第 154回はグリット出土弥生式土器を一括した。第 3調査区から出土し、全て旧地形覆土内から

検出されたものである。

第155~156図はグリット出土須恵器、陶器を一括した。

第 155図 1、3は甕の胴部破片。内面に青海波文をもち、器面は 1が格子目の叩きをもっ。共に

青灰色を呈し、胎土は砂粒多く含む。

2は瓦である。凹面に布目痕をもち、凸面にはヘラナデを施している。両端部はヘラにより面取

りされている。灰白色、砂粒多く含む。

同図 4~10は甕口縁部破片を掲示した。いづれも口縁が強く開き大形甕形器形を呈するものと思

われる。

1は口縁外反し、端部肥厚する。器面には縄文RLが横回転されている。 2は口縁部砂片で、円

形貼付文を中心に沈線文が描き出されている。口頸部に沈線が廻る。 3~9は胴部砂片と思われ

る。 3は器面に粗く擦痕状のナデが加えられている。 4、-7は器面に幅広い沈線で直線的なモチー

フをもつ。沈線は浅い。

5は2本の平行沈線で器面を区画し、地文に節の細かな蠅文LRが横回転して施されている。区

画内には地文上に沈線文が描かれている。 6は蠅文LRが粗く施されている。

8は口縁部砂片と思われる。口縁に沿って斜位に粗く擦痕が加えられている。9

3、 4、7は小礫多く含み赤橙色を呈する。他は細粒多く、暗褐色を呈する。 4は口端が直立気

味となり肥厚する。口唇は乎坦でナデられる。口頸部には 4条 1組の波状沈線が残存部で 4段に

わたって施されている。

5は口唇が肥厚し、下端が深く扶り込まれている。口唇に沿って微隆起線が廻り、残存部には 7

本一組の波状文が廻っている。

← 
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第159図 グリット出土遺物拓影

6は口唇形が 5に似るが下端の扶り込みはない。存在部に 2本一組の波状文が 2段にわたって施

されている。

7は口縁部で弱く外反、口唇は肥厚し、微隆起が廻る。残存部に 6本一組の波状文が 3段にわた

って廻らされ、波状文内には浅い沈線が廻っている。

8、9は口縁が外反気味に開き、 8は口端肥厚し、下端に浅い挟り込みを有する。 9は口唇形が

6に近いが厚味が強く、肥厚も弱い。

10は口端が屈曲し縁帯状となる。いづれも青灰色を呈し砂粒を多く含んでいる。

第 155図11～第 156図1~20は甕の胴部破片である。

11、14、15、17、18は内面に青海波文をもつ。 12、13、16、19は内面の叩きは直線的である。

外面は11、12、20が平行叩き目を、 13、17、18、19は平行叩き目の施文方向をずらして交子目叩

き状に施している。 15、16は交子目叩きを有する。 14は口頸部で強く外反する甕物～口頸部である

が、器面には窯壁が付着し、整形は不明である。

色調は青灰色を呈し、砂粒分多い。

21、22は陶器片である。いづれも当具痕跡を器面にもっ。暗白色、器面は褐色呈し、胎土良好。

(2) 石 器（第 157~159図）

図示した石器は全て第 3調査区より出土したものである。第 3調査区は旧地形が埋没しており、石

器は谷覆土下層青灰色粘土層上面からも出土している。谷埋没土中からは縄文式土器は検出されず、

石器と同様の出土状態で弥生式土器も検出されていることから、石器も弥生式期に伴う可能性が強

し‘o
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図版1 種 別 1 長さ(cm)f幅 （cm) 1厚さ(cm)I 重さ(9)I 石 質出土地点備 考

1 打製石斧 13.5 10.3 2.4 460 ホルンフェル ヲー23C 基部一部欠損
ス

2 ” 17.3 9. 1 2.2 420 ” 表採 完

3 ” 13.5 6. 7 2. 2 250 砂岩 ” 完

4 ” 1 1. 4 10.0 2.5 412 ” ター23C 基部欠損

5 II 7.0 9.0 2.8 190 粘板岩 カー25d 基部欠損

6 ” 8.5 5.0 1. 5 80 // ター23C 刃部欠損

7 ” 6.5 8.6 1. 7 145 ” ヲー23C 基部欠損

8 ” 8. 1 6.2 2.4 152 ” 表採 基部先端刃部
欠損

， 
” 7.0 7. 3 1.6 150 II ヲー23b 刃部欠損

10 ” 8.0 6. 1 2.0 135 ” ター23a 基部先端刃部
欠損

11 ” 7. 7 7. 6 1.8 185 砂岩 ヲー23 刃部欠損

12 ” 4.0 7. 2 1. 5 55 粘板岩 表採 甚部先端部のみ
残

13 ” 6. 1 6.3 1.8 95 チャート ヲ―-23C 基部のみ残

14 ” 7.6 5. 2 2. 1 103 粘板岩 ワー27d 基部先端欠損

15 ” 6. 9 11. 8 2.4 240 ” ター22d 基部刃部欠損

第157図11~3。第158図5~8は打製石斧である。全体に完形品が少なく 3点のみの出土であった。

第 157図 1~2は撓形を呈する。 裏面の剥離は粗い。縁辺部に粗く調整剥離をもつ。 2はくびれ

部に磨耗痕をもっ。

3は分銅形を呈する。自然面を残し、裏面は粗い剥離が施されている。刃部に細かな調整剥離を

もつ。

第 158~156図には欠損品を掲載した。第 163図4、 5、 7は基部欠損品、 4は尖り気昧の刃部

をもち、基部は直線状の大形品が推定される。全体に風化が著るしい。

5は撓形、 7は短冊形に近い形態が想定される。 7には縁辺部に丁寧な調整剥離をもっ。

第 163図 6、 8、第 164図11~13は刃部欠損品である。 6、 9、11は縁辺部が直線状で短冊形に

近い形態が想定されよう。

8は両側縁にくびれをもっ。片縁は欠損している。 10、13、15は基部、刃部共に欠損しているが

10は揆形に、 15は、第 163図4同様刃部に丸味をもっ。いわゆる、鍬形石器の範疇に含めることが

できるものと思われる。
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図版1 種 別 1 長さ(cm) 幅 （cm) I 厚さ(cm)I重さ(g)|石 材 l塵リノ主 備 考

1 錘（？） 7.6 5. 0 X 3. 2 0.9 48 縁泥変岩 完

2 紡錘車 4.6 1. 4 55 ” 
3 錘 7. 1 3.9 

4 ” 4. 1 1. 5 25 

5 ” 3. 6 1. 6 26 

6 ” 2. 3 1.0 18 

7 紡錘車 6. 0 0.9 30 

8 ” 5. 2 1. 7 35 

， 
” 4. 1 1. 5 X 0. 9 28 

(3) 土製品石製品（第 160図）

1は扁平な礫の縁辺部を剥離、研磨によっ て形状を作出している。両側緑及び上、下端部に扶入

部をもち、特に両側縁は扶入部の磨耗が著るしい。縁辺部は丸味をもって作出され、形状は 型

を呈する。用途は不明であるが、錘としての機能も考えられよう。

2、7~9は錘垂車である。 2は石製で、 断面台形を呈する。全体によく磨かれ、中央部は孔を

もっ。底面は孔を中心として十文字に浅い切り込みをもち、更に浅い盲孔が 4箇所に配される。

7~9は土製錘垂車である。 7は扁平な円盤状を呈 し、周辺は面取りされている。 8は断面は扁

平な台形を呈する。 9は円形で中央部の孔を中心として一段高くつくられている。 7~9ともに中

央部に孔をもつ。
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VI 結 語

1 向田遺跡の遺構と遺物

向田遺跡では古墳時代前期（五領、和泉期）の住居跡 3軒と平安時代の住居跡 6軒、土濃墓 1基

時期不詳の消 1条が検出された。これらの遺構は地形的にみて集落の南緑部に相当するもので、集

落の中心は調査区北側に拡がっているものと考えられる。ここでは古墳時代の遺構、遺物について

は資料提示に留め、平安時代のそれを取りあげて概観したい。

該期の遺構分布をみると、 1 • 2号住と土濃墓、9号住、 5~7号住の 3群に視覚的に分割され

各群は20m程度離れて営まれている。 1号住と 2号住は極めて近接して構築されており、同時期に

併存したとは考えられない。また土猥墓は 2号住廃絶後の構築であることは明らかで、土濃墓を含

めて 2内至 3段階の推移が想定できる。

5~7号住により構成される最も西よりの一群では、 6号住と 7号住が重複して存在する。この

2軒は主軸方位、カ マドの構造（石製支脚、袖石） 、貯蔵穴状の土渡の位置等類似性が強く、 7号

住（旧） → 6号住（新） という連続的な建替えが想定できる。次に 5号住 6の間隔をみると約1.6 

m離れて存在するが遺物をみると大きな時期差を欠いている。同時存在とすればまさに軒を接する

ことになるが、ここでは竪穴住居の土間化（笹森1978、柿沼1979)を考慮して両者の居住時期に差

があると理解しておきたい。 5~7号住の間で 3段階の推移を想定しておく。

さてこれらの遺構に伴う遺物は、所謂コの字甕衰退以降の国分期でも後半の様相を示すんので

羽釜によって特徴づけられる。この段階の土器群の編年に関しては、高橋一夫（高橋1975)、市川

修（市川1977)、浅野晴樹（浅野1980)等の諸氏によって検討されているが、特に年代観について

は見解が大きく異っている。最近では群馬の清里、陣場報告で該期土器群の体系的な編年が試みら

れ、羽釜の出現以降は 4段階に細分された（中沢1981)。ここでは清里、陣場編年等を参考に出土

土器の位置づけを行いたい。

出士土器を概括的に分類すると、甕には 1、コの字甕の系譜をひくもので器壁の厚いもの (20図

-7)、 Il、ロクロ整形後ヘラケズリを施し、器壁の非常に厚い小形甕（20-6)、I11、 口縁部

がくの字状に外反し、口径の大きいもの(17-4)がある。羽釜は口縁部の形態によって 1内傾す

るもの（19-3、 4)、 Il内傾した口縁の上位が立ち上がるもの（19-6)、I11ロ縁部が長く直立

気味のもの (9-4)に分けられるが何れも最大径は鍔部にある。供膳形態では酸化焙焼成、ヘラ

ケズリを特徴とする所謂土師器杯は存在しない。須恵器も焼成、色調等大きく変貌しており、従来

の須恵器＝還元烙、土器＝酸化焙焼成という理解では律しきれない。中沢氏は士師質土器なる概念

を提唱し須恵器と峻別しているが理解が充分でないため対比が困難である。ここでは平底のものを

杯、高台の付されるものを塊とするにとどめ、分類は保留する。他の器種では摺鉢 (19-7)や灰

釉小瓶（20-5)、塊 (9-1、24-2)等がある。

煮沸形態からみて最も古く位置付けられるものは甕 l類を有する 7号住である。これは口縁部形
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態、ヘラケズリの特徴にコの字甕の影響が窺えるものの硬い焼きで器壁も厚い等明らかにコの字甕

とは区別し得る。この種の甕は周辺の諸遺跡でも羽釜受容前後の段階にみられ、形態的にはかなり

のバラニティーが認められるが一応コの字系甕として一括しておく。 7号住ではこの甕 I類に甕 Il

類、灰釉小瓶、塊、坪が伴う。甕 Il類は田中前遺跡13号住で羽釜と共伴する他、瓶巷神社前遺跡

（中村1980)では遺構外の出土ではあるが台付の形態をもつ例も存在する。

7号住に後続するのが 5、6号住である。本遺跡ではこの段階に至って羽釜が登場する。 5号住

では羽釜 l類、甕III類に椀、高い高台を持つ塊（17-1)が伴う。この高い高台を有する椀は阿知

越遺跡 5号住（鈴木1983)や宮下遺跡第 2カマド（菅谷1976)に類例があり、何れも羽釜と共伴す

る。 6号住は羽釜］、 Il類に摺鉢、体部が内彎する法量の大きい塊、やや小ぶ りで浅い坪が伴出す

る。擢鉢は新久窯跡E地点住居跡（坂詰1971)に出土例があるが類例は少ないようである。 5、6 

号住出土土器は清里、陣場編年に対比すると第 4期土器群に相当するものと思われる。 5号住と 6

号住の前後関係は明確にできないが、須恵質に近い羽釜や擢鉢等をもつ 6号住がより古い様相を示

すものと理解しておきたい。一応実年代をあてれば 7号住を10世記％期、 6号住を％期、 5号住を

4/ 4期を中心とした時期と捉えておく。

1、 2、9号住に関しては、時期を正確にし得る程の遺物星に恵まれていない。 1号住では羽釜

III類と灰釉椀の出土がある。灰釉塊は漬け掛けによる施釉、底部外面回転ヘラケズリにより糸切り

痕を消す手法が観察されるところから東濃の大原 2号窯式期に比定できょう。伴出する羽釜はIII類

で比較的新しい様相を呈すると考えられる。これに対し 2号住出土の羽釜は 1類に相当するもので

1号住よりも古い様相が窺われる。 2号住廃絶後構築された土濃墓の棺底から出土した灰釉塊は釉

も薄く底部外面糸初り痕をそのまま残すという特徴から灰釉陶器終末段階の丸石 2号窯式期に位置

付けられる。少ない遺物から時期を決定するのは危険であるが、灰釉椀の型式から 1号住を10世紀

末～11世紀初頭、土漂墓を11世紀％期から中葉段階と想定すると（註 1)、2号住は羽釜の出土及

び 1号住との位置関係から10世紀後半期頃に位置することになろう。

9号住の休（13-3)は軟質ながら須恵器の範疇にある。焼成は異なるものの比較的類似似した

形態は 6、7号住出土土器のなかにみられる。いずれにしろ器種組成が不明であるため明確な位置

付けはできない。

さて本遺跡における羽釜の出現はコの字系甕→羽釜という推移で示され、両者の併存は確認され

なかった。児玉郡周辺の諸遺跡の出土例からコの字甕の変質後羽釜出現までの段階における煮沸形

態の組成を追ってみると、いくつかの組み合せが存在する ことがわかる。

即ちA、本遺跡7号住の如くコの字系の甕によって構成されるもので枇杷橋 1号住（坂本1973)

沼下22、24号住（大和1982)、清水谷16号住（中島1981)等がある。 B、コの字系甕にくの字状の

ロ縁を呈し大型のロクロ整形による甕（仮に甕W類と しておく）が伴う例、 清水谷11号住。C、コ

の字系甕と羽釜が共伴する例、枇杷橋15号住、瓶薩神社前26号住、十二天 7a号住（鈴木1981)、

清水谷23号住等。 D、甕w類に羽釜が伴う例、 十二天7b号住。 E、コの字系甕、羽釜、甕W類が

共伴する例、清水谷6号住。 F、大型の煮沸形態が羽釜のみで構成される例、清水谷15号住、十二

天 3b号住等の他本遺跡 6号住も含まれる。
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以上の様に大型の煮沸形態に限定しても 5タイプを抽出することができる。これに小型台付甕、

ロクロ整形の小型甕を含めるとより 複雑な状況を呈する。県内の諸遺跡では純粋な意味でのコの字

甕の段階で羽釜を伸出する例は確認されていないが、 Cタイプでみられたようにコの字系甕には確

実に半っている。しかし全てのコの字系甕に伴出するとも限らず (Aタイプ）、果して 7号住の段

階に羽釜が存在したかどうかは明確にできない。

コの字甕の形式学的連続が崩壊する段階（鈴木1983)以降の煮沸形態の変化は、 概念的にはA→

C→ Fという流れのなかで展開されたものであろうが、現実にはここでみたように様々な組み合せ

が存在し、羽釜の受容をめぐる様相は一様ではない。集落単位あるいは一集落内にあってもその様

相が異なるような現象さえ見受けられるのである。いづれにしても羽釜受容をめぐる実態を明らか

にすることは現状では難しい。それはこの時期に急激に進行した土師器生産の解体、須恵器生産体

制の変貌との関連のなかで検討すべき問題であろうがここでは触れられなかった。羽釜出現以降の

土器群の編年も含め、機会を改めて検討したい。 （富田 和夫）

2 村後遺跡の遺構と遺物

弥生時代

弥生時代の遺構は第 3～第 4調査区で 4軒の住居跡が検出された。 20~22号住居跡は旧地形の舌

状部にほぽ主軸を同じくして検出されている。

住居跡からは器形復元し得る 9個体の資料と、破片が若干出土した程度で、全体に散満な出土で

あった。

20号住居跡からは甕形土器、壺形土器、及び甕形土器破片が出土している。復元された 2個体の

甕はいづれも口縁が外反し、胴下半でやや膨る同様の器形を呈し、第78図ー 1は口唇に小波状の刻

目を有するが、口唇刻目の有り方は、第 158-2が宮の台期特有の有り方を示すのに対し、やや異

った手法をもっ。器形は秩父市橋立遺跡出土例に酷似しているが、口唇の外反はさほど顕著ではな

し‘o

文様モチーフは、乎行沈線による波状文で沈線間に綾杉状に剌突が充填される資料は、例えば長

野県栗林遺跡等に散見することができる。口縁部、胴部の文様間に無文帯を有する構成は甕形土器

に多く存在するようであり、岩槻市南遺跡、行田市池上西、同池上遺跡などが掲げられる。前者と

後者を比較すると口縁部文様帯が前者で短かく後者は拡大に伸ない。無文部の縮小がおこっている

が、一連の変化として考えるならば、当然後者も同一系統を引くものと考えられ、以降の変化の過

程に位置づけられよう。

第78図ー4は器面に植物の茎を回転押捺したものと思われ、 「稜ある筒形の回転」と称されたも

のと同一である。（註1)池上遺跡では地文の多くがこの種の原体であった。（註2)

同図ー 2、3は細頸長頸壺である。 2又は口縁部に鋸歯状の平行線文をもち、沈線間に縄文が充

填される。上敷面遺跡例などと比べ、重畳する文様帯をもたず、簡略化した様相がふえる。

破片は地文に編文をもつもの（第83図ー5、8~9、11~13) と、沈線だけで文様描出されるも

の（第78図ー6~7、10) とに大別される。前者は池上、池上西遺跡に類似資料がある。後者（第

← 
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78図ー10)は重四角文をもつものと思われる。何れも細片で正確な対比は困難だが、子の神84号住栗

林遺跡、椙山神社北遺跡等に類似資料がある。

21号住居跡は20号住居跡とほぽ同様の資料をもつ、甕形土器は地文に縄文をもたないものと、21号

住居跡のように、地文編文の 2系統の存在が考えられよう。施文順位は絹文→沈線→貼付の順である

器形復元されたものは第86図ー 1以外に良好な資料はなかった。大形で口縁部が外反し、端部が

肥厚する。口唇部から胴下半部にかけて粗く櫛歯が垂下する。子の神 8号住居跡、藤の台遺跡等に

類似資料がある。

本住居跡出土遺物は地文が無文となるものが多く、第82図ー 1は指頭つまみ状の小波状口縁と斜

行する櫛歯文をもつ。他に第82図4～第88図は直線的な沈線文で幾何学的な文様構成をもち、遺跡

出土例と近似した文様構成をもつものと思われる。

24号住居跡出土遺物（第94図ー 1、 2)は、口縁が大きく外反する甕と、口縁が直立し、胴部の

膨る甕とで構成される。後者の文様モチーフは在地からの系譜で追えることはできない。池上遺跡

では器面を隆帯で 4分割し、隆帯間を沈線で重四角に充填する資料がある。同様の観点に立て女方

追跡、野沢遺跡等で類似資料が散見される。文様帯を貼付文によって分割する手法はみられないこ

とや、例えば貼付文によって文様帯を分割する手法は「コ」字重ねのモチーフをもつ甕形土器等に

普遍的に認められ、同様の出土例をもつ秩父市、藪遺跡等に近いようである。

一方無文の甕形土器（第94図ー 1)は底径に比ベ口径が大きく、口縁も強く外反する点などは宮

の台式の甕形土器に極めて近いものと思われる。

須和田式から宮の台式にかけての変遷は遺物量の制約が大きく、特に須和田式土器に関しては、調査

例のほとんどが再葬墓であり、集落址の調査例が極めて少ないことから充分な検討が加えられてい

ない。しかし、行田市池上遺跡などのように環濠集落の調査例もあり、今後の資料的充実が待たれる。

須和田式土器は県内出土例をみるならば、上敷面遺跡に比べ明らかに後出的様相をもつと言える

村後遺跡周辺では美里村神明ケ谷戸遺跡、寄居町用土遺跡等が知られている。更に秩父地域では下

原、藪遺跡などが調査され、下原遺跡は住居跡 3軒と多鍼の遺物が出土したと聞く。現在までに示

された資料からみる限り、両遺跡ともに信州系統の遺物が主体を占め、池上遺跡などとは土器内容

が大きく異っている。この点は単に地域的様相と解釈すべきか問題の多い点と思われる。

宮の台期の遺跡が近年調査例を増し、浦和市大北遺跡では住居跡の良好な資料が調査されている

本遺跡例と地域的に離れた資料を直接的対象とすることは適切ではないが、例えば24号住居跡出土

造物がこれらの遺跡と近い時期にくると思われる。一方村後遠跡20~21号住居跡は遺構の形態、出

土遺物からほぼ近接した時期のものと思われ、24号住居跡に先行し、周辺の神明ヶ谷戸遺跡、（註3)

用土平、或いは藪遺跡等に先行する段階とし、須和田式の範疇に含めて考えておきたい。

県内での資料は信州系、北関東系と思われる資料が地域的に偏って存在しており、各地の編年を

確立する作業から開始せねばならないであろう。従って、信州綱年を考えるならば、栗林式から百

瀕式までの土器群の整理が急務となろう。

註1 山内清男 1979 「日本先史土土器の縄文」による
註 2 中島 宏氏の御好意により資料を実見させていただいた。
註 3 岡本幸男氏の御好意により資料を実見させていただいた。
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五領期

古墳時代前期五領式期に属する遺構は、第 5調査区を中心として、住居跡 8軒、方形周溝墓 1基が

確認された。調査区の関係上、完掘されたものは32号住居跡 1軒のみであったが、住居跡の形態構築

法（住居跡床面掘り方）、主軸方向に差異が認められた。本項では、主に上記の点について略述する。

五領期の住居跡は、方形周渦墓の周囲に検出され、方形周溝墓との直複関係を有していない。大

別して、 26、27号住居跡を中心とするグループと28、31、32号住居跡を中心とする住居群との 2群

に分けることができよう 。仮 りに前者をA形態、後者をB形態としておこう。

A形態はB形態に比べ、住居面積はやや大きく、形態も菱形に近いものをもつ。

住居跡床面下の精査によって検出された掘り方は壁面を階段状に掘り窪め、主柱穴を中心として、

柱穴を取り囲むように、周満状に掘り方が廻らされている。掘り方面には黒褐色粘質土が貼り床さ

れている。 26、27号住居跡は住居跡主軸が各々、 N-39°-E N-40。- Eにもつ。

28、30、31号住居跡は26、27号住居跡に比べてやや小形で、隅丸方形、乃至は長方形プラソを呈

している。主軸は各々 N-72。-E、N-76。-E、N-90。- Eと前者と大きく異っている。床面

下の掘り方は、中央部を台状に残し、壁内面を大きく掘り近んで作出しており、段階的には、 1)柱

穴配列→2（荒掘り→3)柱埋設→4)貼り床の手順を追って行なわれている。

住居跡掘り方については、方南峰遺跡（重住 1979)で主に構築法に関 して詳しい検討が加えら

れているほか、機能面に関して、主に除湿効果としての役割り（小久保 1979)を有するもの と考

えられている。

方形周溝墓は南側部分のみの調査であったが、前方後方形を呈するものと思われる。

本遺跡周辺部では岡部町石蒔B遺跡第 8号周溝墓、美里村志戸川南第 4号周溝墓、鈴の宮 3号周

溝墓などが掲げられよう。本遺跡例は、周溝部にブリッジをもつ点が上記の遺跡例と異なるが、田

中新司氏の分類に従うならB類に分類することが可能であろう（田中 1377) 

五領期の遺物は26~27、28、31、32号住居跡から出土しており、特に27、32号住居跡からは比較

的纏った資料が得られた。住居跡出土土器を器種別に分類し、更に各住居跡の土器群について若千

触れておきたい。

分類

壺形土器

A類有段口縁壺形土器 口頸部が直立気味となるもの

B類直口縁で、肩部が大きく膨るもの

c類 直口縁で、胴下半部に最大径をもつもの

D類 球形胴部口縁が直線的に開き、口縁幅の長いもの

E類 口緑部直立気味で、球形に近い胴部と口唇下に浅く沈線の廻るもの

F類 口縁部短かく、胴部上半に最大径をもち、ゆる＜底部にすぽまるもの、底部に対し、閃放

射状に粗いハケ目を有する。

Q類口頸部が強くすぼまり、胴部は算盤玉状の形態を有するもの。口縁部は内湾気味に立ち上

がる。

← 
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釦類口縁部は直線的で、胴部の丸味が強いもの

甕形土器
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A類 口頸部で強くくびれ、口縁は直線的に開く。胴部上半に最大径をもち、底部へゆるやかに

移行するもの。底径は極めて小さく、中央部に浅い窪みをもっ。

B類 口縁部は受け口状を呈し、胴部中位に最大径をもつもの。口頸部に横線入る。

C類口縁は外反気味、球形胴部で器面が粗くヘラナデされるもの

C2 口頸部で強くくびれ、口唇端は平坦。胴部の丸味の強いもの

C順口縁短かく、口唇端部強く外反し、 C12類に比べて小型のもの

D類 口縁部に段をもち直立気味で、頸部に横線が廻るもの

恥 台付甕形土器、単口縁で、口頸部のくびれが強く、胴部は球形、脚部に折り返しをもたな

い。口唇は平坦に面取りされたものと、やや丸味をもつものとがある。

恥類四類に比べて木型で、器面にハケ整形後ナデ消しが加えられるもの

鉢

A類 口縁がくびれ、深いもの

B型 器高が浅く、内湾気味に開くもの

高坪

1点のみの出土、 脚部は反り気味で大きく開き、 3孔を有する。

器台

ふ類受け部が内湾気味に開き、中央部に孔をもたないもの

A2類形態はふ類と類似し、中央部に孔を有するもの

B類受け部は浅く、端部が内湾気味に立つもの。中央部に孔をもっ。

手捏ね土器

A類 内湾気味に開くもの

B類 内湾気味に立ち上がるもの

以上が住居跡出土土器群の主な器種別分類である。各土器群の分類は、総体的に遺物量が少なか

ったため、時期的な変遷を意図したものではない。

次に各住居跡出土土器群について触れておきたい。

26号住居跡では、 甕 (A類） 壺 (F類） 鉢 (A類） 器台（釦類） 手捏ね土器 (A類）が

出土している。甕は 2個体出土しており、いづれも底径が極めて小さく、庄内式の甕に形態が類似

している。また、器面に粗く、一見タク キ目風のハヶ目をもっている点が特徴である。同様の在り

方は壺F類にもうかがえる。

27号住居跡からは、壺 cc類） 甕 (B、C1、C2類） 器台 (A1類） が出土している。甕形

土器が比較的纏っており、器面全面にハヶ目整形される C2類と、 ハケ目整形後、 ナデ消しの加え

られる C1類とが共伸している。

甕B類は所謂「受け口」状を呈する。同様の形態は、近接する志戸川南遺跡 3号住居跡からも出

土しているが、志戸川南例は口縁部に斜位に刻目が付されるのに対して、本例は口縁全体に横ナデ

← 
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が施され、明らかに新しい形態を備えていると言えよう。

28号住居跡からは壺 (B、G1、釦類） 鉢 (B類） 高杯が出土している。高杯は杯部が浅

く、口径の大きな第 111図ー 1、坪部が深く口唇端がやや外反する第 111図ー2等が出土してい

る。壺 G1、0 類は用形土器として分類される場合も考えられている。本住居跡の伴出事例から別

系統の変化をもつものとして分類した。

31号住居跡からは壺 (A類） 甕 (D類） 手捏ね土器 (B類）が出土した程度であるが、甕

(D類）は口縁部に浅い屈曲がみられ、肩部に横線文が付されることから、 S字口緑とも考えられ

よう。

32号住居跡は最も纏った資料が得られた。壺 (D、E類） 甕 (E、G1、G2類） 器台(B類）

から構成される。甕（G1、G2類）は口縁部の刻目は消失しており、 器面にハヶ目を残すものと、

ハケ目調整後、全体をナデ消す新しい手法の土器群が共伸しているが、全体的に胴部は球形で、甕

(G1、釦類） とも最大径を胴部上半に有している点が特徴である。

五領式土器の細分について、近年纏った論攻が発表されてきている。しかしながら本項では各氏

の見解を具体的に検討する余裕をもたないため、五領遺跡における細分試案に照らして検討するこ

ととしたい。

本遺跡出土土器群は、児玉、美里周辺の概期の調査例のなかにも、該当する資料を検出すること

ができない。従って、周辺地域の土器群との対比が問題となろう。

各住居出土土器群の特徴は以下の通りである。壺、甕ともに口頸部の屈曲が強く、甕形土器では

球形胴部を呈していること。

甕C、E類ともに一部にナデ消しの手法をもつ土器群が共伴しており、甕E類では口唇の刻みは

なく、口縁に横ナデの手法がみられること。

甕A、B類にはタタキ目的な手法がみられる他、器形が特徴的であること。

児玉周辺に特徴的な S字口縁台付甕がみられないこと。

以上の点が掲げられよう。

遺物総体としてみるならば、五領式の古手の様相がうかがわれる。近似した資料として、地域は

異なるが富士見市南通遺跡第 3地点31号住居跡が掲げられる。五領遺跡を基準とするならば、第 1

～第 3段階（A区 1類～A区Il類、 B区Il式）に位置づけられよう。

個々の住居跡出土土器群の先後関係は明確に捉えることはできないが、 25、27号住居跡、 28、31

32号住居跡における住居構築、主軸方向の相違出土土器群などからすれば、或いは26、27号住居跡

をより古く位置づけることも可能かと思われ、児玉周辺で最も古く位置づけられる諏訪遺跡25号住

居跡（小久保 1979)に先行する位置づけを与えておきたい。

方形周溝墓内出土土器群は、伸出した器台裾部が大きく湾曲しており、第27、28号住居跡よりも

やや下降する位置づけが与えられるかもしれない。

何れにしても、今後資料の増加をまち、改ためて検討を加えてゆきたい。 （細田勝）
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鬼高期

本節では、村後遺跡から出土した鬼高期の土器を中心に考察を試みたい。本文で提示した土器か

ら、 1 • 2 • 3 • 4 • 7 • 12 • 14 • 15 • 16 • 17 • 18号住居跡は鬼高期の住居跡であるか、あるいは

その可能性が強いことが明らかになった。また発掘期間中 3• 4 • 5区と仮称してきた弥生中期の

住居跡群・五領期の住居跡群の周辺にも鬼高式土器の範疇に入る土器は背妙見され、特に III区士器捨

場と呼称した台地斜面の土器包含層にもやや多くの鬼高期の土器が確認された。

この包含層には、五領期の最新の段階から、国分期の古い段階の遺物まで出土し、大きな洪水の

時期が数度にわたってあったことが、土層観察の結果から考えられたため、安定した時期のセット

がまとまりよく出土 している部分はほとんどなかった。ただし、鬼高期前後の土器に限っていえば

第132図7の長胴化傾向の甕、第135図30~34の短脚化した所謂 「和泉型高杯」 （中村 1979)、第

136図35• 36の丸底の塊などは、柿沼幹夫氏（柿沼 1978)、小久保徹氏（小久保他 1979)、利

根川 （利根川 1982a)がかつて、児玉郡における鬼高式土器の古い段階の一群と考えたものの中に

入れることができる。第 131図3~5も口縁部の整形の特徴の異なりがあるが、和泉期最新段階か

鬼高期最古段階と考えられるもので、壺形土器との区別が不明確な一群である。

これに対して、住居跡の一群はいずれもかなり新しい段階のもので、高杯が消滅し、小形鉢やロ

縁部の外傾する杯が形式化し、甕の長胴化が極限に達している ということなどが主な特徴として指

摘できる時期である。特に 1• 14 • 18号住は割合良好なセットである。これらのうち 1号住はやや

古相を示すようである。 14• 18号住はほぽ同時期と考えられ、口縁部が外傾して段を有する坪が食

器の主体を占めるのが大きな特徴である。セッ トとしては前述のように鉢、長甕を中心に、大小の

甑、丸甕など実用品ばかりになっている。

利根川は、外傾する口縁部に段を有する杯がメルクマールとなる段階は①杯身が深くより丸底傾

向の時期、②坪身が扁平化し、口径が大きくなる時期、③全体的に小振りになり、段がゆるくなる

時期の 3段階があり、それぞれ西暦 6世紀第 4四半期、 7世紀第 1四半期、 7世紀第 2四半期にあて

はまることを指摘したが、対象が熊谷市域の遺跡であったので、児玉とは同一視できなかった（利

根川 1982b、1983)。杯形土器の型式学的変遷に関する筆者の認識は当時と変わっていないので、

参照願いたいが、年代観については、疑問の余地があることを数人の方からご指摘いただいた。

そこで、本遺跡の鬼高期の主体 となる一群（14号住）の位置付けの厳密化をはかり、旧説の誤り

を補正してみたい。まず須恵器の検討からはじめよう。 14号住出土の須恵器は杯である。口径の小

型化は顕著で、口縁部の立ち上がりはやや高くしっかりしている。蓋受は貧弱化し、底面の回転へ

ラケズリで底部中央が平底風に作られるなどより後出的な特徴もある。胎土が砂粒多く、ザラザラ

した感触をもち、くすんだ灰白色の色調を呈するというもので、少なくとも近畿や東海西部産のも

のではないようである。法量比からいって田辺編年TK209型式以前のやや大振りな杯類が盛行す

る時期にはあたらないであろう 。したがって、 7世紀前半から中葉という、最近の須恵器編年上最

も年代の安定しない時期の中で考えざるをえない。奈良国立文化財研究所の飛鳥・白鳳期の土器編

年（稲田 1976、西 1978)でこの土器の位置づけを行なうならば、坂田寺の池SG100出土の杯

Hとの類似を考慮 して、 飛鳥 Il期二 7世紀第 2四半期にあてはめることができる。 しかし、 坂田寺
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の池の掘削→土器・瓦塙類の廃棄・流入→池の埋没というプロセスが追試できるような正式報告は

未だなされていないし、小墾田宮推定地の報告においても、都宮跡と考えられる遺構がないため、

型式学的変遷による相対編年に、京都市幡枝瓦窯跡などのわずかな状況証拠に基いて、 7世紀前半

代にまで拡大して暦年代を与えているということが奈文研絹年の基本的立場であった。これに対し

て白石太一郎氏（白石 1982)、春成秀爾氏（春成 1983)による 7世紀代の須恵器絹年の再検討

が行なわれた。両氏は難波宮下層遺跡と整地層出土の土器群、四天王寺と関連性の深い明石市高丘

窯跡群出土の須恵器、大津宮期とされる大津市穴太遺跡出土の土器群などを定点とし、宝珠つまみ

蓋坪出現の時期を 7世紀第 2四半期でも新しい段階に想定し、盛行期は 7世紀第 3四半期にあると

したのである。

奈文研編年の暦年代の定点は藤原宮跡の木簡を伴出する 7世紀末葉の土器群、京都市幡枝瓦窯出

土の素弁10葉蓮文軒丸瓦・素弁 8葉有稜蓮華文軒丸瓦とそれに伸出する乳頭つまみ・かえりを有す

る須恵器蓋杯である。このうち後者には、幡枝瓦窯の瓦の供給先である京都市北野廃寺が、日本響

紀に伝えられる秦氏の氏寺「蜂岡寺」であり、日本書紀の記載どおり、 7世紀初頭創建と考えてよ

いという「前提条件」が必要である。また、豊浦寺創建期瓦の瓦窯である宇治市隼上り窯にも乳頭

状つまみの蓋杯が伴出するが、豊浦寺自体も日本書紀のみならず、 『元興寺伽藍縁起』など複数の

伝承が残存し、年代的には落ち着かない。

坂田寺の池SG100の杯Hと同じ形態を示す、所謂「逆転期」直前の須恵器蓋坪は雛波宮下層遺

跡と前期熊波宮の整地層から出土することが知られるが、難波長柄豊埼宮の造営開始が白雉元年

(649)なのは近年大化改新否定論者の間でもほとんど史実として認められている（原 1980など）。

村後遣跡14号住の須恵器坪はやや古相は呈するものの、この資料に形式的距離が近い。したがって

TK209型式の下限と考えられる 7世紀第 1四半期にはその上限が含まれる可能性もあるが、「逆転」

した蓋杯に確実に先行する純粋な資料は今のところなく、静岡県の大沢・川尻窯なども飛鳥 Il期併

行期を初現とすることが型式学的には考えられるので、 7世紀第 2四半期に含まれるが、第 3四半

期に一部かかり、 660年ぐらいを下限と考えてよいであろう。このタイプの須恵器は地域ごとに、ロ

縁部の立ち上がりや蓋受けの形態が異なるが、 630~660年を中心として、その前後に生産・消貴さ

れ、漸時的・地域別に乳頭状つまみそして宝珠つまみ蓋杯に入れかわっていくのであろう。その時

期も上限の確定はむずかしいが、 640年前後まで下るものと思われる。乳頭状つまみは宝珠つまみに

対して形式的には先行するが、時間軸上ではかなりの重複期間を持ち、なおかつ地域的には器種使

用上の「選択」が働いた可能性があると思われる。以上のことから村後遺跡14号住の須恵器杯は西

麿620~660年頃の間のある時期ということになる。土師器甕の変遷については鈴木徳雄氏の検討に

従う限り（鈴木 1983)、7世紀後半期の圧延技法・板状粘土巻き上げ技法盛行期に先行するもの

が本遺跡例になるし、芥の場合も口縁部を内側に折り曲げる技法が登場する以前の段階である。ょ

って 7世紀第 2四半期中心の時期に当てられ、結果的に利根川旧説Vll1期の一群にこの年代を与えた

ことになった。本報告をもって訂正しておきたい。 （利根川章彦）



-209-

引用参考文献

青木義脩 小倉 均 1983 「西谷・和田南、大北・ 大間木内谷遺跡発掘調査報告書」 浦和市遺跡調査

会 報 告 書 第25集

青木義脩、小倉均 1983 「大北遺跡発掘調査報告書」 浦和市遺跡調査会報告書第24集

相京建史他 1981 「清里 ・庚申塚遺跡」 群馬県埋蔵文化財調査事業団

浅川利一他 1981 「町田市 椙山神社北遺跡」 町田市椙山神社北遺跡調査会

浅野晴樹 1980 「埼玉県内出土の平安末期の施釉陶器」 埼玉県立歴史資料館 研究紀要第 2号

赤石光資他 1978 「薬師耕地前遺跡」 上尾市文化財調査報告 第4集

阿久津久 1979 「大宮町小野天神前遺跡の分析」 茨城県歴史館報6

市川 修 1977 「田中前遺跡」 埼玉県遺跡調査会報告書第32集

稲田孝司 1976 「飛鳥•藤原宮発掘調査報告 l 」 奈良国立文化財研究所

岩崎卓也 1963 「土師器研究上の諸問題（ III)」 大塚考古 第 5号

大村 直 1979 「弥生時代中期前半の遺構と土器」 杷田遣跡群1978年度調査概報杷田遺跡調査会

大村直他 1982 「神谷原 III」 八王子市肥田遺跡調査会

岡本 勇他 1975 「歳勝土遺跡」 港北ニ ュー タウソ地域埋蔵文化財調査報告 V 横浜市文化財調査

委員会

岡本孝之 1972 「東日本先史器時代末期の評価」 考古学ジャ ーナル No.97~102 

小川貴 橋本博文 1980 「大久保山 I」早稲田大学本庄校地文化財調査室

尾崎喜左雄他 1968 「石田川 石田川遺跡調査報告」 石田川刊行会

柿沼恵介、山本良知 1975 「水沼遺跡」 倉淵村史別冊

柿沼修乎 1979 「土宇」 日本文化財研究所文化財調査報告 6 

柿沼幹夫・小久保徹 1978 「東谷•前山 2 古墳・古川端」 埼玉県遺跡発掘調査報告書 第16集

柿沼幹夫 ・小久保徹 1979 「下田 ・諏訪」 埼玉県遺跡発掘調査報告書 第21集

神沢勇ー 1966 「弥生文化の発展と地域性 関東」 日本の考古学 III 

金井塚良ー 1971 「シンポジウ ム 五領式土器について」 台地研究 No.19 

金井塚良一 1981 「五領遺跡」 東松山市史資料編第 1巻

熊野正也 1977 「入門講座・弥生土器ー南関東 2• 3」 考古学ジャ ーナル No.138~139 

倉田芳朗他 1978 「千葉・南総中学遺跡」 駒沢大学考古学研究室

小林茂 1964 「秩父出土の弥生式土器」 埼玉考古第 2号

小林 茂• 吉川國男 1966 「秩父・三角穴半洞窟遺跡発掘調査概報」 埼玉考古 第 2号

小林茂•吉川國男 1966 「秩父・浦山岩合遺跡発掘調査概報」 埼玉考古第 4号

小林茂•吉川園男 1983 「秩父市下 ッ原遺跡の調査」 古代第74号

小出輝男 1983 「針ケ谷遺跡群ー南通遺跡第 3地点 1」 富士見市遺跡調査会報告 第21集

小久保徹 1976 「鶴ヶ丘遺跡の発掘調査」 埼玉県遺跡発掘調査報告書 第 8集

更級埴科地方誌刊行会 1978 「更級埴科地方誌 第二巻」

駒宮史朗 1979 「雷電下 ・飯玉東」 埼玉県遺跡発掘調査報告書 第22集

坂詰秀一 1971 「武蔵新久窯跡」

坂本和俊 1973 「枇杷橋遺跡発掘調査報告書」 埼玉県遣跡調査会報告 第20集

笹森建ー 1978 「川崎遺跡（第 3次） •長宮遺跡」 上福岡市教育委員会

白井久美子 1981 「市原市上総国分寺台出土の東海系「有段口縁」甕形土器について」 古代第71号

白石太一郎 1982 「畿内における古墳の終末」 国立歴史民族博物舘研究報告 第 1集

重住 豊他 1978 「方南峰遺跡」 文化財シリ ーズ 21 杉並区教育委員会

下津谷達男他 1982 「勢志久保」 流山市教育委員会

菅谷浩之 1976 「宮下 ・樋之 口遺跡発掘調査概報」 埼玉県児玉郡美里村教育委員会

杉原荘介 1971 「市川市史第 1巻原始・古代」



-210-

杉原荘介 1967 「下総須和田出土の弥生式土器に就いて」 考古学集刊 第 3巻第 3号

鈴木敏弘他 1981 「東京都板橋区成増一丁目遣跡発掘調査報告」 板橋区教育委員会

鈴木徳雄 1981 「金屋遺跡群」 児玉町文化財調査報告書第 2集

鈴木徳雄 1983 「阿知越遣跡 l」児玉町文化財調査報告書 第 3集

鈴木徳雄 1983 「古代北武蔵における土師器製作手法の画期」 土曜考古 第 7号

澄田正一 1967 「新編 一宮市史資料編 2」

澄田正一 1975 「朝 日遺跡群 第一次報告」 愛知県教育委員会

静岡考古学会 1980 「第 5回ヽンンポジウム資料一弥生」

三県シソポジウム 1983 「東日本における黎明期の弥生土器」

高橋一夫 1975 「国分期土器の細分 ・絹年試論」 埼玉考古13• 14号

田ロ一郎 1978 「鈴ノ宮遺跡一圃場整備事業に伴う 元島名遺跡群の調査報告（ 1)」 高崎市文化財調査

報告書第 4集

田ロ一郎 1981 「元島名将軍塚古墳」 高崎市文化化財調査報告書 第22集

田口昭二 1982 「美濃窯の灰釉陶器 と緑釉陶器」 考古学ジャーナル No.211 

田中新史 1977 「市原市神門 4号墳の出現とその系譜」 古代 第63号

立石盛詞 1982 「後張」 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書 第15集

立石盛詞 1983 「後張」 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書 第26集

利根川章彦 1982 a 「古墳時代集落構成の一考察」 土曜考古 第 5号

利根川章彦 1982 b 「新ケ谷戸」 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第 集

利根川章彦 1983 「三ヶ尻天王・三ヶ尻林（ 1)」 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書 第 集

中沢 悟 1981 「清里・陣場遺跡」 群馬県埋蔵文化財調査事業団

中島 宏 1981 「清水谷 ・安光寺 ・北坂」 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第 1集

中島 宏 1983 埼玉県立さきたま資料館報

中村倉司 1979 「宇佐久保遺跡」 埼玉県遺跡調査会報告第 集

中村倉司 1980 「ぷ庭神社前・ 一本松古墳」 埼玉県遺跡調査会報告 第39集

西 弘海 1978 「飛鳥 • 藤原宮発掘調査報告 Il 」 奈良国立文化財研究所

沼沢 豊 1977 「東寺山石神遺跡」 千葉県文化財セソタ ー

日本考古学協会 1981 「ジンポジウム 関東における古墳出現期の諸問題 資料」

八王寺市郷土資料館特別展 1983 「三～四世紀の東国 特別展図録」

原 秀三郎 1980 「日本古代国家史研究」 東京大学出版会

春成秀爾 1983 「明石発見の鴎尾新資料」 藤沢一夫先生古稀記念古文化論叢

藤原高志他 1983 「ささら・帆立・馬込新屋敷 ・馬込大原」 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第24集

古内 茂 1977 「宮の台式土器の変遷について」 船橋考古第 7号

望月幹夫 1978 「子の神」 厚木市教育委員会

望月幹夫 1983 「子の神（ Il)」 厚木市教育委員会

柳田敏司他 1968 「大宮市史 第 1巻資料編」

柳田敏司他 1971 「諏訪山貝塚 ・諏訪山遺跡・桜山貝塚 ・南遣跡」 埼玉県遺跡調査会発掘調査報告

第 8集

大和 修 1982 「沼下 •平原 ・ 新堀・中山 •お金塚 ・ 中井丘 ・ 鶴巻 • 水久保 ・ 猪久保遣跡」

埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第16集

横川好富他 1972 「加倉 ・ 西原・馬込 • 平林寺」 東北自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書 Il

吉川國男 1982 「西関東における弥生文化の波及について」 埼玉県史研究 第 9号



- 211-

汀附編

村後遺跡出土土器の胎土分析結果報告

第四紀地質研究所 井

X線回折分析および電子顕微鏡観察

上 厳

1 実験

1-1 試料

分析に供した試料は第 1表胎土性状に示すとおりである。

X線回折試験に供する置物試料は洗浄、乾燥した後に、メノウ乳鉢にて粉砕 し、粉末試料として

実験に供した。

電子顕微鏡観察に供する置物試料は断面を観察できるように整形し、豆10況の試料台にジルバ ー

ペーストで固定し、イオ‘ノスバッタリソグ装置で定着した。

1-2 X線回折分析

土器胎土に含まれる粘土鉱物および造岩鉱物の同定は、 X線回折分析法によった。

測定には理学電機製X線回折装置を用い、 X線管球、銅対陰極、フィルタ ー、ニッケル、印加電

圧一電流、 30KV-15mA、スリット系、 1°― 0° 15年ー10の条件で行った。

走時速度は、 2°/mm、フルスケールは800カウ‘ノトと した。

なお、胎土の分析に先だって、原土と 思われるロ ーム質粘土の分析を行った。 X線回折試験は原

土、電気炉において700°C、900°Cで各々 1時間焼成した試料（同一試料を石英ガラスに定着し、

原土、 700°C、900°Cと順次実験を行う）の 3段階で実施 した。その結果、組成上に大きな変化の

ないことを確かめた上で胎土分析を行った。ただ、 900°C以上になった場合の組成については明ら

かではなく、今後の検討が必要である。

1-3 電子顕微鏡観察

土器胎土の組織、粘土鉱物およびガラス生成の度合いについての観察は、電子顕微鏡によって行

った。

観察には日本電子製T-20を用い、倍率はX45、300、700、1500、4500の5段階の段階で行い写

真撮影を した。

45~300倍は胎土の組織、 700~4500倍は粘土鉱物およびガラスの生成状態を観察した。

2 実験結果の取り扱い

実験結果は第 1表胎土性状表に示すとおりである。

第 1表右側には、 X線回折試験に基づく粘土鉱物および造岩鉱物の組成が示してあり、左側は各

胎土に対する分類を行った結果を示している。

X線回折試験結果に基づく粘土鉱物および造岩鉱物の各々に記載される数字はチャートの中に現

われる各鉱物に特有のピークの高さ（強度）を平単位で測定 したものである。
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ガラス盤は大略2°=10°~20°の範囲にあって、チャートが全体に腫れあがるブロ ードな現象を示

す部分に対する面積で表示し、ガラス量の比較の材料とした。

電子顕微鏡観察によって得られたガラス量と、 X線回折試験におけるガラス景とを比較対比し、

さらにムライト (Mu)、クリスパーライト (Cr)、などの組成上の組み合わせによって焼成ラソクを

決定した。

2-1 組成分類

I) Mo-Mi-Hb三角ダイヤグラム

第 1図に示す様に三角ダイヤグラムを①～⑬に分割し、位置分類を各胎土について行い、各胎土

の位置を数字で表した。

Mo、Mi、 Hbの3成分の含まれない胎土は記載不能として⑭含め、別に検討 した。

三角ダイヤグラムはモ‘ノモリロナイト (Mo)、雲母類 (Mi)、角閃石 (Hb)のX線回折試験におけ

るチャートのピーク高を、百分率（％）で表示する。

モソモリロナイトはMo/Mo+Mi+Hbx100で百分率として求め、同様にMi、 Hbも計算し、 三

角ダイヤグラムに記載する。

三角ダイヤグラム内の①～④は、 Mo、Mi、 Hbの3成分を含み、各頂点は、 1成分よりなってい

ることを表している。

位置分類についての基本原則は、第 1図に示すとおりである。

Il) Mo-Ch、Mi-Hb菱形ダイヤグラム

第 2図に示す様に、菱形ダイヤグラムを、①～⑲に分割し、位置分類を数字で表した。

記載不能は⑳として別に検討した。

記載不能はモ‘ノモリロナイト（Mo)、雲母類 (Mi)、 録泥石 (Ch)、角閃石 (Hb)のうち、 R3成

分以上含まれない。 RMo、Ch2成分が含まれない、 RMi、 Hbの2成分が含まれない。 の3例が

ある。

菱形ダイヤグラムはMo-Ch、Mi-Hbの組み合わせを表示するものである。 Mo-Ch、Mi-Hb

の各々のX線回折試験のチャートの高さを各々組み合わせ毎に百分率で表すもので、例えば、 Mo/

Mo+ChX100と計算し、俎み合わせ百分率を記載したものである。

菱形ダイヤグラム内にある①～⑦はMo、Mi、 Ch、Hbの4成分を含み、各辺はMo、Mi、 Ch、

Hbのうち 3成分、各頂点は 2成分を含んでいることを示す。①ー 1と①ー 2は現在のところ大きな

意味はないが、胎土分析の量が増えてくると位置分類上の区分が必要なものとなるかも しれない。

しかし現在は①として一括して取り扱った。

位置分類についての基本原則は第 2図に示すとおりである。

2-2 焼成ランク

焼成ラソクの区分はX線回折試験による鉱物組成と、電子顕微鏡観察によるガラス量によって行

った。

ムライト (Mu)は、磁器、陶器など高湿で焼かれた状態で初めて生成する鉱物であり、 クリスト

パライト (Cr)はムライトより低い置度、ガラスはクリストパライトより更に低い混度で生成する。
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これらの事実に基づき、 X線回折試験結果と電子顕微鏡観察結果から、土器胎土の焼成ランクを

I~Vの5段階に区分した。

R焼成ランク l…高湿を示すムライトが多く生成し、ガラスの単位面積が広い。

R焼成ランク Il・・・ムライトとクリス トパライトが共存し、単位ガラスの面積が狭くなる。

R焼成ラソク III…ガラスの中にクリストパライトが生成し、ガラスの単位面積が小さく、葉状断面

を成し、ガラスのつながりに欠ける。

④焼成ラソク刊・・ガラスのみが生成し、原土の組織をかなり明瞭に残す。ガラスは微小な葉状を呈

する。

＠焼成ラソク V…原土に近い組織を有し、ガラスはほとんどできていない。

以上の 1~Vの分類は原則であるが、胎土の材質、すなわち粘土の良悪によってガラスの生成量は

異なるので、電子顕微鏡によるガラス量も分類に大きな比重を占める。このため、ムライト、クリ

ストパライトなどの組み合わせといくぶん異なる焼成ランクが出現することになるが、こ の点につ

いては第 1表の右端の備考に理由を記した。

2-3 クイプ分類

タイプ分類は各々の土器胎土の組成分類に基づくもので、三角ダイヤグラム、菱形ダイヤグラム

の位置分類による組み合わせによって行った。同じ組成をもった土器胎土は、位置分類の数字組み

合わせも同じはずである。

クイプ分類は、三角ダイヤグラムの位置分類における数字の小さいものの組み合わせから作られ

るもので、便宜上、アルファベットの大文字を使用し、同じ組み合わせのものは同じ文字を使用し

表現した。

例えば三角ダイヤグラムの①と菱形ダイヤグラムの①ー1の組み合わせはA、三角ダイヤグラム

の②と菱形ダイヤグラムの⑮はB、という具合にである。

各文字の後の（ ）内の数字は、三角、菱形ダイヤグラムの位置分類の数字を合計したものである。

近い組織を示しながら、位置分類上隣接するタイプ分類に入る場合には、試料数の多いものの類

似としてA'などとダッジュをつけて分類した。

なお、タイプ分類のA、B、C等は便宜上であり、今後試料数の増加に伴って統一した分類名称

を与える考えである。

3 実験結果

3-1 タイプ分類

土器胎土は第 1表胎土性状表に示すように、第 3図三角ダイヤグラム、第 4図菱型ダイヤグラム

の位置分類、焼成ラソクに基づいて、 A~Fの6タイプに分類される。

村後遺跡より発掘された土器の胎土はAクイプが最も多く、 26試料中、 19個に達し、 Aタイプが

在地性としての可能性は最も高い。

焼成ラソクは全体にガラスが微小で、原土の組織を残す点から推察して、 Nタイプのものが多い。

Aタイプ・・・Mur-2、3、 4、5、 6、7、8、9、10、13、14、16、I7、19、21、23、24、25

モソモリロナイト (Mont)、 雲母類(Mica)、角閃石 (Hb)、緑泥石 (ch)、の 4成分を含む
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第3図 Mo-Mi-Hb
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主に粗粒の石英、斜長石を混入する胎土と、細粒の石英、斜長石を混入する胎土の 2種

類存在するが、粘土は同じものが使用されている。粘土は砕屑性粘土で、全体に粒径の

比較的そろった良質の粘土であることが特徴である。組成および個体数の多さから判断

して、在地性であろう。

B タイプ •• •Mur-15

モソモリロナイト (Mont)、 雲母類 (Mica)、角閃石 (Ch) の3成分よりなり、 緑泥石

(Ch)に欠ける。細粒の石英斜長石を混入する粒径のそろったローム質粘土。

C タイプ • • •Mur-18 、 26

モンモリロナイト (Mont)、 雲母類（Mica)、角閃石 (Hb)、緑泥石（Ch)の4成分を含む

Aタイプとの相違は三角ダイヤグラムにおける位置のちがいであり、角内閃 (Hb)の占

める比率がAタイプと比較していくぶん大きいためである。全体の組成はAタイプに非

常に近く、粘土採取上の問題で生じた相違である可能性が推察される。

Dタイプ••Mur-20

モンモリロナイト (Mont)、 雲母類（Mica)、角閃石 (Hb)、緑泥石 (Ch)の4成分を含

む。

雲母類 (Mica) と緑泥石 (Ch)の占める比率が高く 、三角ダイヤグラムの位置がA、

Bクイプと異っているが組成は類似している。

Bタイプと同様に粘土の採取上の問題で生じた可能性が推察される。

E タイプ •• •Mur-11 、 12、 22

モ‘ノモリロナイト (Mont)、角閃石 (Hb)、緑泥石 (Ch)の3成分に欠ける。

粒径のそろった淘汰のよい砕屑性の粘土であり、 nAh03、mSi02、1比0を多く含む胎

土であろう。

Fクイプ…Mur-1

モンモリロナイト (Mont)、角閃石(Hb)の2成分を含み、 雲母類 (Mica)、緑泥石(Ch)

の2成分に欠ける。

粒径のそろった砕屑性の粘土で胎土は構成される。

3-2 石英(Qt)一斜長石(pl)の相関について

第 5図Qt-pl相関図はX線回折試験によって得られた石英(Qt)と斜長石(pl)の強度高を単純

にグラフ化したものである。

実験は Fullscall800 countに条件設定したものであり、 この条件におけるチャートとの強度

高をミリメーター単位であらわしてある。

石英、斜長石は砂の主成分であり、土器製作過程で粘土中に混入される。

砂における石英、斜長石の量比は後背地の地質および運搬過程における流速などの条件によって

ある地域において大まかにある一定の比率を有するものと推察される。

ある地域における比率を有する砂をどの程度粘土中に混入するかは各集団における技術上の問題

である。例えば同一集団において使用する粘土は若干異っても砂の粘土に対する混合比はある一定
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の塁比にあると考えられる。すなわち、各集団における土器焼成温度は燃料の相違、燃焼のさせ方

など異っていたであろうし、燃料の原材料となる木材の相違、いいかえれば、植生によっても異っ

たであろう。

粘土に対する砂の混合比は各集団が維持しえた土器焼成温度と密接な相関をもったであろうと推

察される。すなわち維持しえた土器焼成置度において良質の土器を焼きあげるために、粘土の材質

と砂の混合比を経験的に決定したものであり、砂の混合比ぱ純然たる土器焼成上の問題である と推

察される。

村後遺跡における土器胎土中のQt-Pl（石英一斜長石） の相関は第 5図に示すとおりである。

土器は大きく、 1、 Ilの2つのグループとその他に分類される。

lグループ…Mur-5、7、 8、 9、10、12、13、14、17、19、22、23

石英(Qt)は60~90、斜長石 (Pl)は20~40の範囲にある。

個体数は12ケと集中度が高いのが特徴である。

lグループの中でも石英(Qt)が60~70、75~90の2ヶ所に集中する傾向があり、更に

2つのグループに区分することが可能であろう。

Il グループ •• •Mur-2 、 3、 4、 6、16

石英(Qt)は125~170、斜長石 (Pl)は50~70の範囲にある。

個体数は 5個と少なく、集中度もあまり高くない。

その他••••••Murー 1 、 11、 15、 18、 20、 21 、 24、 25 、 26

1および Ilグループに入らないもの全体をその他として取扱った。

Mur-15、20、21は通常に認められる斜長石 (Pl)の強度と比較して 2~3倍高く、特

徴的な砂を混入している。

Murー 11、18、24は 1グループの混合比にかなり近い関係にあることを示している。

Murー 1、25、26は 1グループと Ilグループの中間の混合比にあるが、両者とのへだた

りは充分にある。

砂の混合比より土器胎土は 1、 Ilの2つのグループとその他に区分できた。

前記の前提条件に基づいて考察するならば l、 Ilの各グループの土器は各々別集団によって製作

されたものである。 1グループは同一集団において製作された土器であり、 Ilグループも同様であ

る。しかしその他は各々、 1個、 1個が 1つの集団を意味していると解釈されるものである。各グ

ループおよびその他の土器が同時代の別集団によって製作された土器であるか、同一集団の時間の

相違を意味するかは別に土器の形態出土層準による時代の決定などの諸要素との対比によらなけれ

ばならない。

3-3 まとめ

村後遺跡で採取した原土と同一の組成を有する土器胎土は認められなかった。 しかし、分析した

土が胎土26試料のうち、 Aタイプは18個にも達し、類似する組成を有する C、Dタイプを入れると

21個の多きに達する。組成と個体数の多さから判断して、 A、C、Dの3クイプは在地性の可能性

が高い。
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A、C、Dの3タイプはモンモリロナイト (Mont)、雲母類 (Mica)、角閃石(Hb)、緑泥石(Ch)

の4成分よりなる点では非常に類似した組成を有している。これら 3タイプの粘土は環境の若干異

る堆稼の場に堆積した粘土の組成の類似性から推察して非常に近い距離にあったものと推察され

A、C、Dの3タイプを在地性と判断した。

A、C、Dクイプの土器胎土と原土の組成が一致しなかったのは採取した原土の層準が異ってい

たかあるいは遺跡周辺（近い距離にある別の集団）からもたらされたため、原土と一致しなかった

のかは明らかでない。

土器胎土中に混入された砂の混合比による分類では26試料のうち、 17個が 1又は lグループのい

ずれかに属し、その他は 9個と少ない。

胎土中の砂の混合比はあくまでも良質の土器を焼成するための技術上の問題であるとすれば、若

干、胎土の組成が異っても混合比が一致した場合には同一集団によって製作された土器とみなして

もよいのではなかろうか。この場合、村後遺跡では大きく、 1、 Iの2つのグループが存在し、 2 

つの集団が存在していたものと考えられる。また、その他は各々、 1個 1個が集団を代表しており

個々が別々の集団で製作されたとも考えられる。
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2 花粉珪藻分析樹種 鑑 定 鉱 物 プラントオパー）レ

分析 C14年代報告

埼玉県埋蔵文化財調査事業団殿より村後遺跡試料の花粉、珪藻

分析、樹種鑑定、鉱物、プラントオパール分析、 C14年代測定の

御依頼を受けました。このほど分析が終了しましたのでその結果

を御報告致します。

I) 花粉分析

1 試料

分析資料は砂質粘土～粘土で合計12点である。表ー2はこれら

の試料表である。

2 分析方法

試料の秤星（20~3og)→Hcl処理←Hf処理→重液分離→アセ

トリ、ンス処理→HOH処理→封入（ゲリセリンゼリー使用） →検

鏡

3 分析結果

分析結果は、検出された樹木花粉の合計を基数として、各資料

に於ける花粉、胞子化石の割合を算出し、表ー 2として後掲した

一

第 8図試料採取層序
（第 2図参照）

なお、表中最後のTOTALの欄は、花粉、胞子化石の総個体数を基数として表わした比率であり、

AP-1 （針葉樹花粉）、 AP-2 （広葉樹花粉）、 NAP（草本花粉）、 FP（形態分類花粉）、 FS

（ヽンダ類胞子）各々の小計ではない。

また今回検出された主要な花粉、胞子化石についてはダイアグラムで表わし、第 9図Aとして同

様に後掲した。

今回の分析で検出された花粉、胞子化石は下記の如くである。

~AP-1 （針葉樹花粉） ＞ 

Abies（モミ属）、 Tsuga（シカ属）、 Picea(トウヒ属）、 Pinus（マツ属）、 Cryptomeria（ス

ギ属）
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表ー 2 試 料 表

試料番号 I 土 質 I 
花粉・胞子化石産出
傾向※

A地点No.35 暗褐色ヽンルト質細砂 RR 

11 32 
” 粘土 RR 

11 29 黒褐色 ” RR 

// 27 II RR 

// 24 暗褐色 ” RR 

// 21 黒褐色 ” RR 

11 19 黒褐色砂質粘土 RR 

” 16 シルト質粘土 RR 

// 12 暗褐色粘土 RR 

” 8 黒褐色 ” R 

” 5 褐灰色粘土 R 

” 1 ” RR 

※ R:少ない R:少ない RR：極くまれ

<AP-2 （広葉樹花粉） ＞ 

Myrica（ヤマモモ属）、 Taglans（クルミ属）、 Pterocarya（サクグルミ属）、 Alnus （ハンノ

キ属）、 Betula（カバノキ属）、 Carpinus（クマヽ ンデ属）、 Corylus（ハヽ ンバミ属）、 Fagus （プナ

属）、 Lepidofalanus（コナラ属）、Cyclobalanopsis（アカガヽ ン属）、 Celtis（ニノキ属）、 Apha-

nanthe（ムクノキ属）、 Telkova（ケヤキ属）、Moraceae（クワ科）、Acer（カニデ属）、 Aescul-

us (トチノキ属）、 Aralcaceae（ウコギ科）、 Fraxinus(トネリコ属）、 Ucbvrnum（ガマズミ属）

<NAP（草本花粉） ＞ 

Persicaria（サナニタデ節）、 Caryopkyllaceae（ナデヽン コ科）、 Chenopodiaceae（アカザ科）

Thalectrun（カラマッソウ属）、 Cruciferae（アブラナ科）、 Rcesaceae（バラ科）、 Umbellif-

erae（セリ 科）、Artemisia（ヨモギ属）、 Carduoideae（キク亜属）、 Cichorioideae（クンボボ

亜科）、 Sagittaria（オモダカ属）、 Graurineae（イネ科）、 Typha（ガマ属）、 Cyperaceae （カ

ャッリグサ科）、 Cascuta（ネナヽ ンカズラ属）、 Macleya（タケニグラ属）

~FP （形態分類花粉） ＞ 

Tricgoroporate Pollen（三孔型花粉）

Tricgonocolpate Pollen（三溝型花粉）

Trigonocolporate Pollen（三溝孔型花粉）

~FS （羊歯類胞子） ＞ 

Lycopodium（ヒカゲノカズラ属）、Pieris（イノモトソウ属）、 Polypodiaceae （ウラボ、ン科）

Salvinia Natans（サンツョウモ）、 Monoletespore（単条溝型胞子）、Thiletespore（三条溝

型胞子）

くその他微化石＞



Pseudoschigaea（淡水生藻類）

次に、分析結果について述べる。
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表ー2の花粉、胞子化石の産出傾向から明らかなとおり、今回の試料は花粉、胞子化石が全般的

に少なかった。とくにNo.12、No.16は非常に少なかった。花粉、胞子構成の特徴は、 No.1~No.21まで

の羊歯類胞子を優占とする部分とNo.24~No.35までの草本及び広葉樹花粉を優勢とする部分に大きく

2分される。今仮りに、 No.1~No.21までをMu-1帯、 No.24~No.35までを Mu-2帯とすると次のよ

うな特徴がある。

Mu-1帯は、 単条溝型胞子が圧倒的に多く 、引き続いてウラボ、ン科、 イノモトソウ属等が検出

された。

花粉化石は草本のヨモギ属が多産したほかは非常に少なく、イネ科、コナラ亜属が低率ながら検

出された。

従ってMu-1帯は羊歯類が繁茂するような特殊な環境が推定される。特にNo.19ば、サ‘ノジョウ

モが検出されたことから池沼又は沼沢地的環境も推定される。

後半のMu-Il帯になると、羊歯類胞子の割合は減少した反面、イネ科、；ョモギ属等の草本の割

合が高いことが特徴である。とくに、オモダカ属、ガマ属等の水生植物の花粉が比較的高率で検出

されたことも当帯の特徴である。

樹木花粉は、 コナラ亜属、アカガヽン亜属が比較的に高率で検出されたほかは、ケヤキ属、 クマジ

デ属、ブナ属等の広葉樹花粉が検出された。また、針葉樹花粉はスギ属が低率ながら検出されたほ

かは少なかった。

従って、 Mu-Il帯は、イネ科、ヨモギ属、オモダカ属、ガマ属等が生育する池沼的環境が推定

される。また、近くには、 コナラ亜属、アカガジ亜属、ケヤキ属等の広葉樹が生育 していたであろ

ぅ。

古気候的には、アカガヽン亜属等の生育からみて比較的温暖であったと考えられる。

2)珪藻分析

1 試料

分析試料は、粘土～砂質粘土に及び合計15点である。表ー3はこれらの試料表である。

2 分析方法

試料の秤量 (1og)→比0遺理→沈降法により粗粒除去→分散剤を加え粘土粒子除去→ L字形

管法により細砂除去→希釈→散布→乾燥→封入（プリュウラックス使用） →検鏡

なお、検鏡に際しては1000倍で250又は200個体になるように鑑定した。

3 分析結果

分析結果は、検出された珪藻化石総数を基数とする百分率で各試料における珪藻化石の割合を算

出した。主要な化石種についてはダイアグラムで表わし、 第 9図Bとして同様に後掲した。

今回の分析で検出された珪藻化石は下記のものである。
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表ー 3

試料 番 号 I 土 質

A地点 No.34 褐灰色砂質粘土

32 
” ” 

29 
” 粘土

26 
” ” 

24 
” ” 

22 
” ” 

19 黒褐色砂質粘土

16 
” 

II 

14 II 

” 
12 

” ” 
10 褐灰色 粘土

8 ” ” 
6 ” ” 
4 ” ” 
2 黒色 ” 

※ A:多い c ：普通 R:少ない

<Mari ne and Brachish water species（海水～汽水生種） ＞ 

Cocconei s scutellum, Diploneis smithii 

<Bracki shuater species（汽水生種） ＞ 

1 珪傾藻向化石産出※

C 

RR 

R 

C 

C 

C 

C 

R 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

RR:非常に少ない

Achnathes brevipes var intermedia、Coloneis formosa, Nauicula cf crucicula。

<Brackish and Fresh water species（汽水～淡水生種淡） ＞ 

Anomoeoneis sphaerophora, Amphorea ovalis, A. o. var. pediculus, A. coffeaefo-

rmis, Caloneis silicula, ovalis, D. o. var oblongella, Epithemia turgida, E. cf. tur-

gida, Hantzschia amphioxys, H. a. fo. capitala, H. a. var. maior. Nitzshia amphiqia 

N. obtusa, N. hungarica, Rhoicosphenia curvata, Rhopalodia gibberuea, R. muscu-

lus, 

<Fresh water species（水生種） ＞ 

Achnanthes lanceolata, A. I. var. rostraAa, A. e. var. elliptica, A. peragllii, A. 

inflata, A. exigua, A. crenulata, A. Oestrupii, Caloneis bacillum, C. Schroederi, 

Cocconeis placentula, C. p. var. eugeypta, C. p. var. lineata, C. disculus, C. dimi-

nuta, Cylotella sp, C. Meneghiniana, C. comta var. C. ocellata, C. operculata, C. 

spp., Cymbella lanceolata, C. Ehrenbergii, C. cuspidata, C. naviculiformis, C. affii-

ns, C. tuncida, C. ventricosa, C. turgidula, C. cymbifcrmis, C. gracilis, C. sinuat 

a, C. cistula, Diploneit elliptica, Epithemia sorex, E. zebra'E. z. var. saxonica, 

E. z. var. var. porcellrs, Eunotia praerupta. bidens, E. p. var. inflata, E. pectin-
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alis, E. p. var. minor, E. p. var. undulata, E. monodon, E. m. var. maior, E. arc-

us, E. avarbidens, E Sndetica, E. braciliensis, E. tenella, E. lunaris, E. kocheil-

ensis, E. valida, F.lagiTaria brrvistriata, F. constriata, F. c. var. venter, F. c. var. 

binodis, F. virescens, F. pinnata, F. harrissonii var. dubia, F. intermedia, Frus-

tuliavulgaris, Gomphonema acuminatum var. Bfebissonii, G. a・ var. trigonocephala 

G. a. var. coronata, G. a. var. turris, G. constrictum var. capitata, G. longiceps 

var. subclavata fo gracili, e. G. e. var. subclavata, G. olivaceum, G. o. var. cal-

carea, G. auger vor. G. gracile, G. subtile, G. parvulum, G. angustaum, G. a. 

var. producta, G. abbreviatum, G. Iingulatum, G. tergestinum, G. bohemicum, 

Gyrosigma kiitzingii, melosira sp, M. ita!ica, M. distans var. decipiens, Meridion 

circulae, M. c. var. constricta, Navicnla sp., N. dicephala, N. anglica, N. exigua. 

N. exigua, N. pupula, var. rectang ularis, N. p. var. capitata, N. americana, N. 

radiosa, N. placenta, N. contenta fo. paralleea, N. mutica, N. cuspidata, N. cusp-

idata, N. c. var. ambigua, N. contempta, N. cf. contempta, N. placentula, N. cf. 

placentula, Neidiumirids, N. i. fo. vernalis, N. affine, N. a. var amphirhynehus, 

N. dubium fo. constricta, N. produotum, N. bisulcatum、Nitzschiasp.,N. romama 

N. fonticola. Op~phora martyi, Pinnularia sp, P. maior, P. hemiptera, P. brevic-

ostata, P. acrosphaeria, P. nodosa, P. viridis, P. v. var., P. v. var. sudetica, P. 

gibba, P. g. var. line, aris, P. fo. subun dulata, P. stomatopaora, P. borealis, P. 

d衣ergensvar. undulata, P. microstauron, P. m. vor. brecissonii, P. interrupta, 

P. mesolepta, P. subcapitata, P. leptosoma, Rhopalodia gibba, Stauroneis sp., S. 

phoeiclnteron, S. an~epo. S. a. fo. gracilis, S. acuta, S. smithii, Synedra ulna, S. 

u. var. bicep.s, S. rumpens, S. vaucherial, Tabellaria fenestrata, T. flocculosa, 

くその他＞

unidentified diatoms, 

次に、今回の試料は珪藻群集の特徴から下位よりMu-B、Mu-Cの3群集帯に分帯するこ とが

できる。以下各帯ごとにその特徴及び堆積環境について述べる。

QMu-A帯 (No.2、4、6)

Cocconeis placentula, C. placentula var. eug!ypta, Hantzschia amphioxys, Naui-

cula mutica, Synedraulna 等の好正水生種が高率で検出されたことが特徴である。 また、こ

れに付随して、 Eunotiapectinalis var. minor, E. evnaris, E. tenella, Pinnulariabor-

ealis等の好酸性、好湿地生種及び、Achnanthes anceolata, A. e. var. elliptiica, Calon-

eis bacillum, Pinnularia subcapitata等の好流水生種、さらに、 浮遊生の MeJosiradista-

が比較的高率に検出された。

従って、 Mu-A帯は地沼等の止水域での堆積物と考えられる。また、好酸性、 好湿地生積も比

較的多く検出されたことから湿地的環境も存在していたことが考えられる。
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OMu-B帯 (No.8、10、14、16、19、22、24、26)

Mu-A帯に引き続いて好アルカリ性・着生の Synedraulnaが急増し安定化することが特徴

である。また， Cocconeisplacertula, C. placentula var, euglypta, Amphara ovalis, 

Hantgschia amphioxys, Cymbella turgidula等の好ァルカリ性、好止水生種及びEunotiap--

ectinalis var. minor, E. pectinalis等の好酸性）好湿地生の種も高率で検出された。 さらに

Caloneis schroeden, C. bacillum, Cymbella ventricosa, Meridion circulae var. con-

stricta等の好流水生の種も比較的高率で検出された。

従って、 Mu-B帯は止水生種が優占することから、水域の安定した池沼域における堆積物と考

えられる。また、浮遊性の Melosiradistans var. decipiensが連続倹出されたことも このこ

とを示していよう 。

OMu-C帯 (No.29、34)

これまでは種褐・星ともに多かったが、この帯になると共に減少の傾向がみられる。特徴は、

Mu_B帯で安定した Synedraulnaがさらに増加すること及び、 Cocconeisplacentula, C. p. 

var. eujhypta, Cymbella turgidula, Melosira distans var. decipiens 等の止水生種や浮

遊生種が減少または検出されないことである。このほか、 Caloneisbacillum, C. schroederi, 

Cymbella ventricosa, Meridion circulae var. constricta等の好流水生種は前帯に引き続

き検出される。

以上のことからMu-C帯は池沼の縮小または、堆積盆の移動等により水深のごく浅い不安定な水

域に変化したことがうかがわれる。このことは、多産する Synedreulna は大部分が破損を受け

た破片であったこと、 No.32からはほとんど珪藻化石が検出できなかったこと、岩質的に砂勝ちにな

ること等から珪藻の生息にと っては不都合な環境であったと推定されるからである。

参考文献

F. Huste dt (1930) (Reprint'76) Bacilcar iophyto (Piatomeae) Heft 10 inpaseher, A. 

Di! Siisswasser - Flora Mitteleuropas, Tena, 466 p 

D. Werner (1977) The Biology of Diatoms Botanical monographs vol. 13 498 p 

N. Foged (1980) Diatoms in Dland, Sweden Band 49, Bibliotheca phycologea P. 193 

R. Ross (1981) Proceedings of the Sinth Symposium on Recent and Fossil Diatoms P. 487 

胡 鴻釣他 5(1979) 中国淡水藻類 中国科学院水生生物研究所 P.525 

綜合考察

花粉・珪藻分析の結果を総合的に考えてみると、池沼等の水域の存在が考えられるMu-A帯、及

びそれが安定した池沼域となったと考えられるMu-B帯は、花粉分析では羊歯類優占の古環境が示

された。これはおそらく池沼沿岸の湿澗な場所に生育する羊歯類胞子が池沼に流れ込み、 これが反

映されたとも解釈されよう 。また、サ‘／ジ ョウモがNo.19から検出されたは、当時の水面に或る程度

生育していたものと考えられる。

Mu-C帯になって、水深が浅くなり珪藻の生息に不適当な不安定な水域になると、オモダカ属、

ガマ属等が生育しさらに、ヨモギ属、イネ科が近くに繁茂する或る程度乾燥した現境へと変化した

ものと考えられる。そして、後背地にはコナラ亜属、アカガ、ン亜属、 クマ、ンデ属、ケヤキ属、等の
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広葉樹褐も生育していたものと推定される。

3)樹種鑑定

1 鑑定方法

鑑定は、肉眼、双眼実体鏡による断面観察と、合成樹脂を用いて作成した木口、征目、板目の三

面の徒手切片の生物顕微鏡での観察とを併せて行なった゜

2 鑑定結果

鑑定結果を一覧表に示す。

次に各試料の解剖学的特徴を記載する 。

表ー4 鑑定結果

試料番号 種 名

20号住② Juoj!axs cf ailantifolia (クルミ屋、おそらくオングルミ ）

20号住④ Quehcus cf acutissima（コナラ属、おそらくクヌギ）

21号住① Cf Houenia dulcis（おそらくケンボナヽ ン）

020号住 ② Tuglans cf ailantifolia 

散孔材で、管孔壁はやや薄く、楕円形～長楕円形、時に 2~4ケ複合する。単せん孔を有し壁孔

はやや大型、やや密に交互状に配列、孔口は楕円形～横長、柔細胞との間では、大型で網状となる。

柔組織は短接線状および周囲状放、射組織はほぽ同性であるが、上下端が方形となり、異性的とな

ることもある。 1~5細胞中で単列のものは10細胞高以下、複数列のものは30細胞高を越える。単

列のものの頻度は小さい。また、放射柔細胞壁は単壁孔対が目立ち粗い印象を与える。年輪界はや

や不明瞭である。

020号住 ④ ouercus cf. acutissima 

環孔材で孔圏部は 1~2列、孔圏外では大きさを急激に減じ放射状に配列。管壁はやや厚く、楕

円形、共に単独、単せん孔を有し、 壁孔は密で交互状に配列、孔は小型。柔組織は短接線状および

周囲状。放射組織は同性、まれに部分的 (1~2細胞高）複列となる単列、 10細胞胞高前後のもの

と複合放射組織よりなる。本試料は保存状態が特に悪く、管孔の配列等から上記クヌギにほぽ間違

いないと思われる。細部の確認ができないため確定はできない。

021号住 ①cf Hovenia dulcis 

環孔材で孔圏外部は 3~5では次第に大きさを減じ散在する。このため孔圏部はあまり明瞭では

ない管壁は厚く、楕円形～円形または長楕円形、ややまれに 2~3ケが放射～斜方向に複合、複合

部壁は更に厚くなる。単せん孔を有し、 壁孔は小型、交互状に配列、孔口は小型、やや円形。柔組

織は周囲状でやや翼状を帯びる。放射組織は異性m型で 1~6細胞中、単列のものは直立細胞のみ

からなり、 2~10細胞高、複数列のものは20~40細胞高で、密度が高く、時に集合放射組織への移

行段階にあるかのような印象を与える。年輪界はやや明瞭である。
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4)鉱物分析

試料

試料は、埼玉県児玉郡美里村小茂田に位置する本遺跡A地点（クー24-a• 第 8 図）から採取し

た 1点である。黒褐色 (lOYP3/2)有機質砂質ンヽルトで、 雲母片や軽石が散在する。

2
 

分析方法

試料約6og （湿重）秤彙→超音波装置を用いて泥化→泥分除去→分析飾（60メッシュ、 120メッツ

ョ）を用い1/4-1/8m粒径砂分を乾式飾別→秤犀→テト ラブロ モニクソ（比重2.96)を用い重鉱物

と軽鉱物 とを分離→秤量→プ レパラ ート作成→偏光顕微鏡下で重、軽鉱物各300個体以上同定。別に

乾燥重量を求め、乾燥試料中の1/4-1/8吼飢粒径砂分量（重量） 1/4-1/8呻粒径砂分中の璽鉱物量を

算出。

表ー5
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第10図 村後遺跡A地黒（ター24-a)試料鉱物分析結果
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分析方法

試料の秤量 (log)→比 02処理→傾斜法により粗粒砂を除去→分散剤（ピ ロリン酸ナトリウム）
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3 分析結果

分析結果は、表ー5、第10図に示す。火山ガラスの形態分類は遠藤、鈴木 (1980)に従い、細粒

結晶片を含むF型火山ガラスはF'型として区別した。試料中に含まれる砂分は、極細粒砂が最も多

く、細粒砂・中粒砂がこれに続く 。乾燥試料中に占める1/4-1/8年粒径砂分（細粒砂）は 4.3であ

る。砂分全体に雲母片が多い。1/4I暉以上の粒径砂分中には褐鉄鉱が含まれ、片岩などの岩石片も存

在する。軽石は最大粒径 1肌飢程度で、白色、発泡は中程度～良、斜方輝石、斜長石、不透明鉱物等

の斑晶を伴う 。

1/4~1/8I暉粒径砂分中の重鉱物蓋は9.4％と少蓋である。

重鉱物組成は、斜方輝石が66.8％と優占し、単斜輝石 （16.9%)がこれに続く 。斜方輝石・単斜

輝石・不透明鉱物の一部には、 無色の C•F•F'型等の火山ガラスの付滸が認められ、 テフラ起

i原の斑晶鉱物と考えられる。斜方輝石は中角柱状の新鮮な自然結晶が比較的多い。緑 Vン石・淡緑

色角閃石・サクロ石 （無色・淡黄色） ・雲母等が少羞含まれるが、全てこわれた形態を示す。これ

らは変成岩褐その他の後背地に露出する岩体に由来する鉱物粒子と考えられる。

軽鉱物では、長石が44.2％と多座し、石英が13.1％とこれに続く 。 「その他」は31.2％あり、岩

石片などが多い。火山ガラスは軽鉱物全体の10.6％で、そのうちB型がやや多い。石英・長石の大

部分はこわれた形態を示すが、 長石の一部には無色の C·F•F' 型火山ガラスが付着する自形～

半自形の斜長石が含まれている。この斜長石はテフラ起瀕の斑晶鉱物と考えられる。淡緑色の雲母

が0.9％産出する。

以上の結果から本試料には斜方輝石・単斜輝石・不透明鉱物・斜長石を一次鉱物とする軽石質火

山灰と後背地から運搬された砂分との混合からなるものと考えられる。前者のテフラは鉱物組成か

らみて洩間火山起源である可能性が考えられる。斜方輝石の最大屈折率 （8)を新井 (1972)の方

法に従って測定したところ、 か＝1.708~1. 713（主要 vーソジ1.708~1. 711、モード1.709)の値が

得られた。 これは浅間A降下軽石層、浅間B降下スコリア・軽石層、及び浅間C降下軽石層の屈折

率の値（新井、 1979)と一致する。軽石の発泡が比較的良好であること、考古学的資料から 4世紀前

後の堆積物と推定されることなどから本試料は洩間C降下軽石層に対比される可能性が考えられる

参考文献

新井房夫 （1972) 斜方輝石・角閃石の屈折率によるテフラの同定ーテフロクロノロジーの甚礎的研究。

第四紀研究、 vol.11、P.254~269 

新井房夫 （1979) 関東地方北西部の縄文時代以降の示標テフラ層。考古学ジャーナル、 No.157、P41~52

遠藤邦彦・鈴木正章 （1980) 立川、武蔵野ローム層の層序と火山ガラス濃集層。考古学と自然科学、

No.13、R.19~30

5) プラ ント オパール分析

1 試料

分析試料はA地点 （ター24-a)から得られた 6点である。表ー 6はこれら試料の土質、微化石

産出傾向をまとめた試料表である。
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表ー 6

試料番号 土 質 I プラソトオパーJレ
産出傾向

No. ， 黄灰色ヽ ンル ト質粘士 A 

6 褐灰色 A 

4 褐灰色粘土 A 

3 黒色粘士 A 

2 黒色ヽ ンルト質粘土 A 

1 ” A 

註 1 試料の色調は小山・竹原（1967)の標準土色帖による 註 2 A多い

2 分析方法

試料の秤量(log)→比02処理→（頃斜法により粗粒砂を除去→分蔽済（ピロリソ酸ナトリウム）を

加え粘土粒子を除去→遠沈管に移し重液分離→水洗→カバーガラス上に散布→乾燥→封入 （キシロ

ールバルザム） →検鏡（400倍）

3 分析結果及び考察

各試料から検出されたプラントオパールは、佐藤・近藤（1974)の分類基準に従い、大型（フ ァ

ン型、棒状型、ポイント型）小型 （ササ型、 ヒゲ、ンバ型、キビ型、ウジノケグサ型）樹木等に分褐

してその検出個体数を表 2-2にまとめた。

この中で産出頻度の高い種については合計を基数とする比率のダイアグラムを作成し第10図とし

て後掲した。さらに、主なプラソトオパールについては表ー 4に表わした。

次に分析結果を述べる。

（大型植物珪酸体）

〇ファン型

図版のFig18、19、20、21に示されるとうり扇状、食パン状形態を呈する。

イネ科植物葉部表皮細胞の機動細胞に由来するもので、ヨジに含まれるものは形が大型である。

また、ウ、ンノケグサ亜科に形成されたものは葉身の長軸方向に長い等の特徴があるが蓋的に極めて

少ないとされる（近藤1981。)

当逍跡ではNo.3を最小（約13%)とする凹形の消長がみられ、上部のNo.9（約33%)で最大となる。

〇棒状型

図版のFig14、15、16、17に示されるような棒状を呈する。

イネ科の部表皮細胞に由来されるものであるが特定の植物分類グループとの関係はない。またカ

ャッリグサ科や他の単子葉類にも認められるとされる（近藤1981)。

当遺跡では下部 (No.1)と上部 (No.9)で少なかったほかは20％前後検出された。

〇ボイソト型

図版のFig22、23に示されるように矢尻に似た形態を有する。

イネ科葉部の表皮毛(prickelehair) に由来する珪酸体で植物分類グループ別と一致した形態

は示さないが、ウ、ンノケグサ型亜科及び、タケ亜科の一部の属に多巌に含まれるとされる（近藤

1981)。

← 
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表ー 7 プラントオパール分析結果

ヒキウ小ミヘは平ブ樹全珪大小へ樹
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第11図 村後遺跡試料主要プラントオパールダイヤグラム



当遺跡ではいずれの試料も 1％前後と少なかった。

（小型植物珪酸体）

〇ササ型
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イネ科の短細胞起源に由来し、クケ亜科に特有なものでササ類にとくに多い。また、ササ属に含

まれるものはメダヶ属に含まれるものに比べて大型である等の特徴を有する。さらに、北海道、東

北で得られたものはミヤコザサやチ 、ンマザサに起源し、関東以南で得られたものはネササに由来す

る可能性が高い。

〇 ヒゲヽ ンバ型

鞍型あるいは両刃の戦闘斧の形態を呈する u

ヒゲ、ンバ属、‘ンバ属などのスズメガヤ亜科、 ヨヽンの葉部表皮細胞に普遍的に含まれるものである

当遺跡では多くはなかったが上部から下部へ増加する傾向が認められる。

〇キビ型

ススキ、チガヤ、 トウモロコ、ンなどのキビ亜科の葉部表皮細胞に特徴的に含まれる。

当遺跡では、下部から上部にかけて 4％前後検出された。

〇ウシノケグサ型

図版のFig12、13に示される形態のほか楕円形、ボート状、コンペイ糖状形態を有する。

ヌカボ、ウ、ンノケグサ、コムギ類などウ、ンノケグサ亜科の葉部表皮細胞に特徴的に含まれるもの

であるが、当遺跡では非常に少なかった。

（樹木起源のプラソトオパール）

葉部の表皮細胞、表皮毛、表皮基部及び維管束細胞に由来するもので形態も様々であり、はめ絵

パズJレ状、平板状、ブレイド状等がある。当遺跡では、それぞれの形態が散見される程度であっ

た。

以上各形態ごとに産出の特徴を述べたが、これらのうち植物分類グループと関係の深い小型珪酸

体のうちササ型が優占して検出されたことからネザサを主とする草地植生が付近に存在したことが

考えられる。

プラソトオパールの他に珪藻化石が極めて多く含まれることから水中堆租した堆積物と考えられ

る。このことは、前回の結果から明らかである。

引用文献

八王子弁天橋遺跡調査会 1981 弁天橋遺跡

佐瀬隆、近藤錬三 1974 北海道の埋没火山灰土腐植層中の植物珪酸体について、帯広畜産大学学術報告

（第 1回） 8号、 465→483
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6) C 14年代測報告

貴、埼玉県埋蔵文化財調査事業団より御依頼のありまし、児玉群美里村村後遺跡の C14年代測定

結果を御報告致します。

1 試料

試料は 2軒の住居跡より採取された炭化材 2点である゜それぞれの試料については表ー 4を参照

されたい。

2 測定

測定は日本アイソトープ協会が行な った。

3 結果

測定結果は、表ー8参照

年代はC14の半減期5730年（カッコ内はLibbyの値5568年）にもとづいて計算され、西暦1950

年よりさかのぽる年数 (YearsB.P)として示されています。付記された年代誤差は、放射線計数

の統許誤差と、 計数管のガス封入圧力および混度の読取の誤差から計算されたもので、 C14年代が

この範囲に含まれる確立は約70％です。この範囲を 2倍に拡げますと確立は95％となります。なお

C14年代は必ずしも真の年代とひとしくない事に御注意下さい。 （御希望の方にはこれに関する参

考文献を差し上げます。）

この測定結果についてコメソトがございましたならば、是非お聞かせ下さいますようお願い申し

上げます。

表ー 8試料表

採取地点

20号住

21号住

1試料番号I

② 

① 

試料の質

炭化材

” 

時代

弥生時代中期

” 

社団法人 日本アイソトープ協会

Cl咋代測定結果

2900土SOBP (2820土75BP) 

2220土65BP (2160士60BP) 
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